下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識 by 小田, 真裕
は
じ
め
に
近
世
後
期
の
東
総
地
域
を
考
え
る
上
で
、
学
問
・
思
想
の
展
開
は
重
要
な
あ
つ
た
ね
主
題
で
あ
（
１
）
る
。
当
地
で
は
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
の
平
田
篤
胤
来
遊
以
降
、
文
政
〜
天
保
年
間
に
か
け
て
神
職
や
村
役
人
層
を
中
心
に
、
篤
胤
の
い
ぶ
き
の
や
私
塾
・
気
吹
舎
へ
の
入
門
者
が
増
加
す
る
。
在
地
神
職
集
団
は
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
か
ら
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
か
け
て
吉
田
家
関
東
役
所
の
目
代
跡
役
に
篤
胤
を
推
薦
す
る
訴
願
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
神
職
や
村
役
人
を
中
心
と
し
て
、
村
単
位
で
の
講
組
織
が
形
成
さ
れ
た
村
も
確
認
さ
れ
（
２
）
る
。
ま
た
、
大
原
幽
学
の
説
く
性
理
学
（
性
学
）
も
、
東
総
地
域
に
お
け
る
思
想
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
当
地
の
幽
学
門
人
は
天
保
初
年
頃
か
ら
増
加
し
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
幽
学
が
長
部
村
に
定
着
し
た
後
は
、
幽
学
主
導
の
村
落
復
興
仕
法
が
展
開
す
（
３
）
る
。
気
吹
舎
門
人
・
幽
学
門
人
た
ち
の
活
動
は
、
地
域
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
東
総
地
域
に
お
け
る
学
問
・
思
想
の
展
開
過
程
上
の
画
期
が
、
天
保
年
間
で
あ
る
。
小
野
将
氏
は
、
天
保
年
間
に
気
吹
舎
門
の
拡
大
が
停
滞
し
た
要
因
と
し
て
、
①
天
保
飢
饉
が
在
地
社
会
に
与
え
た
打
撃
、
②
飢
饉
・
凶
作
状
況
下
の
社
会
不
安
が
覆
う
中
で
の
大
原
幽
学
の
登
場
、
③
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
『
大
扶
桑
国
考
』
発
禁
処
分
以
降
の
著
述
活
動
差
し
止
め
・
出
羽
国
久
保
田
へ
の
追
放
と
い
っ
た
、
幕
府
の
篤
胤
に
対
す
る
処
罰
を
あ
げ
て
い
（
４
）
る
。
筆
者
は
、
香
取
郡
松
沢
村
に
お
い
て
、
天
保
五
年
（
一
八
三
か
ね
の
り
さ
だ
お
や
す
ま
さ
四
）
に
熊
野
社
神
主
・
宇
井
包
教
や
宮
負
定
雄
の
父
・
定
賢
と
い
っ
た
気
吹
舎
門
人
が
幽
学
に
入
門
し
、
天
保
飢
饉
以
降
、
村
人
た
ち
が
宮
負
定
雄
に
よ
る
平
田
国
学
へ
の
傾
倒
に
対
す
る
批
判
を
強
め
る
点
を
、
飢
饉
が
村
落
秩
序
に
与
え
た
影
響
と
関
連
づ
け
て
検
討
し
（
５
）
た
。
天
保
飢
饉
の
画
期
性
は
、
筆
者
も
含
め
た
多
く
の
論
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
、
天
保
飢
饉
の
影
響
と
学
問
受
容
の
関
係
を
直
接
示
し
た
研
究
は
無
い
。
例
え
ば
小
野
氏
は
、
松
沢
村
近
隣
地
域
の
気
風
が
悪
化
し
た
例
と
し
て
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
小
見
川
で
打
ち
こ
わ
し
の
報
が
流
れ
、
翌
年
に
銚
子
で
打
ち
こ
わ
し
が
起
き
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
々
が
そ
う
し
た
状
況
を
ど
う
認
識
し
、
そ
の
認
識
が
学
問
受
容
に
ど
う
影
響
し
た
か
と
い
う
点
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
論
文下
総
万
力
村
金
杉
貞
俊
の
天
保
飢
饉
認
識
小
田
真
裕
― １０２ ―
記録史料と日本近世社会
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
、
香
取
郡
万
力
村
の
百
姓
・
金
杉
佐
右
衛
門
（
長
蔵
）
貞
俊
（
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
〜
文
久
元
年
（
一
八
六
一
））
を
取
り
上
げ
、
彼
の
天
保
飢
饉
認
識
を
検
討
す
る
。
貞
俊
の
妻
は
、
宮
負
定
賢
の
先
代
の
娘
・
恵
津
で
あ
る
。
貞
俊
の
生
家
に
は
、
縁
戚
関
係
に
あ
る
宮
負
定
賢
・
定
雄
父
子
や
、
大
原
幽
学
、
飯
倉
村
の
幽
学
門
人
・
椎
名
仙
蔵
か
ら
の
書
状
が
現
存
し
て
い
（
６
）
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
で
気
吹
舎
お
よ
び
幽
学
へ
の
入
門
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
多
く
の
医
薬
書
を
著
し
て
い
る
が
、
当
時
の
医
者
の
あ
り
方
を
批
判
し
、
自
身
を
「
百
姓
」「
農
夫
」
と
位
置
づ
け
て
い
（
７
）
る
。
筆
者
は
、
東
総
地
域
に
お
け
る
学
問
受
容
と
い
う
主
題
を
考
え
る
に
は
、
対
象
と
す
る
人
物
や
知
識
の
内
容
を
、
先
行
研
究
よ
り
も
広
く
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
学
問
受
容
と
い
う
視
角
に
基
づ
き
東
総
の
地
域
像
を
描
く
上
で
、
貞
俊
の
思
想
形
成
・
変
容
過
程
の
解
明
は
、
重
要
な
検
討
課
題
な
の
で
あ
る
。
き
き
ん
本
稿
で
は
、
天
保
四
年
の
著
述
「
餓
饉
憂
之
事
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
（
８
）
る
。
そ
の
際
、
情
報
源
や
論
拠
に
注
目
し
、
飢
饉
認
識
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
貞
俊
の
著
述
は
、
当
時
の
東
総
地
域
の
状
況
を
知
る
意
味
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
地
域
性
を
窺
え
る
記
述
は
多
く
引
用
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
貞
俊
の
居
村
・
万
力
村
は
、
寛
文
年
間
か
ら
の
開
発
で
成
立
し
た
新
田
村
落
で
、
現
在
の
旭
市
、
旧
干
潟
町
に
位
置
す
る
。
名
主
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
設
け
ら
れ
、「
天
保
郷
帳
」
で
の
石
高
は
二
四
六
〇
石
余
、
天
保
年
間
の
田
方
は
一
九
二
三
石
七
斗
七
合
で
あ
（
９
）
る
。
こ
の
他
、
村
内
に
は
鏑
木
村
の
越
石
高
が
一
四
〇
〇
石
余
あ
っ
た
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
家
数
は
二
〇
二
軒
、
領
主
は
幕
府
領→
清
水
領→
幕
府
領
と
推
移
し
て
お
り
、
本
稿
で
扱
う
文
政
〜
天
保
年
間
は
清
水
領
で
あ
る
。
貞
俊
の
生
家
・
佐
右
衛
門
家
は
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
没
し
た
初
代
が
、
本
家
佐
左
衛
門
家
か
ら
分
家
し
て
成
立
し
た
。
貞
俊
は
五
代
目
で
あ
る
。
佐
右
衛
門
家
は
鏑
木
村
に
も
土
地
を
所
持
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
※ 実線は水利、破線は街道を
示す。
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字名 反 畝 歩 取得時期 取得先 代金
１ 下々畑 ４ ２ 宝暦９年２月 鏑木村本家佐左衛門 ６両２分
１ 下田 １ １０ 宝暦９年２月 鏑木村本家佐左衛門 ６両２分
１ 中田 １ １３ 宝暦９年２月 鏑木村本家佐左衛門 ６両２分
１ 下々田 ８ ２９ 宝暦９年２月 鏑木村本家佐左衛門 ６両２分
１ 下田 ５ ２３ 宝暦９年２月 鏑木村本家佐左衛門 ６両２分
２ 下々畑 ４ １ 明和元年６月 鏑木村本家佐左衛門 ６両
２ 下田 １ １１ 明和元年６月 鏑木村本家佐左衛門 ６両
２ 中田 １ １２ 明和元年６月 鏑木村本家佐左衛門 ６両
２ 下々田 ８ ２９ 明和元年６月 鏑木村本家佐左衛門 ６両
２ 下田 ５ ２３ 明和元年６月 鏑木村本家佐左衛門 ６両
３ 大か台 中畑 ８ ２３ 明和６年 苗字孫四郎 ２両２分
４ 下々畑 １ １２ 安永７年正月 鏑木村苗字所左衛門 ４両３分
４ 下田 ８ １７ 安永７年正月 鏑木村苗字所左衛門 ４両３分
４ 下々田 １ ８ ４ 安永７年正月 鏑木村苗字所左衛門 ４両３分
５ 下々畑 １ 安永１０年正月 鏑木村高山重左衛門 ４両１分
５ 下田 ６ ５ 安永１０年正月 鏑木村高山重左衛門 ４両１分
５ 下々田 １ ２ ２２ 安永１０年正月 鏑木村高山重左衛門 ４両１分
６ 大か台 中畑 ４ １１ 安永９年４月 鏑木村苗字惣治郎 １両１分
７ 万力村貳番割字拾町歩 下田 ２ １３ 宝暦１２年正月 苗字新助 ２両１分
７ 万力村貳番割字拾町歩 下々田 ２ ２ 宝暦１２年正月 苗字新助 ２両１分
７ 万力村貳番割字拾町歩 悪地下々田 １ １ ２０ 宝暦１２年正月 苗字新助 ２両１分
８ 下田 ３ ６ 天明５年１２月 鏑木村苗字惣左衛門 ５両２朱
９ 鍋地 下畑 ３ 天明６年１月 苗字新左衛門 ２両１朱
１０ 万力村字貳番割三町歩 下田 １ １２ 天明８年１月 苗字平八 ３両３分
１０ 万力村字貳番割三町歩 下々田 １ ６ 天明８年１月 苗字平八 ３両３分
１０ 万力村字貳番割三町歩 悪地下々田 １ １ 天明８年１月 苗字平八 ３両３分
１１ 中野 下畑 ５ １２ 寛政９年３月 苗字吉兵衛 ６両
１２ 十二神今屋敷にて持 下田 ７ ５ 文政８年１１月 苗字五左衛門 ５両１分
１３ 鍋地中道 上田 １ １８ 天保１３年３月 苗字由兵衛 ３両
１４ 字小屋下 下々田 ２０ 嘉永７年７月 鏑木村高山重左衛門 ７両
１５ 堂山 下畑 １ １８ 嘉永８年１月 本家金杉佐左衛門 １両
１６ 沖田金かは坂 下田 １５ 慶応１年８月 本家金杉佐左衛門 ２両１分
（典拠）金杉佐久治家文書「従祖先地所買受明細帳」。
（注）慶応年間までに取得した耕地を抽出した。明治以前の土地譲渡は反映されていない。
表１ 金杉家の所持地（万力村）
― １０４ ―
記録史料と日本近世社会
た
近
世
に
お
け
る
土
地
所
持
や
経
営
の
推
移
は
、
現
時
点
で
十
分
に
検
討
で
き
て
い
な
い
が
、
明
治
初
年
に
お
け
る
万
力
村
の
所
持
地
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
近
世
中
後
期
に
お
け
る
万
力
村
の
土
地
台
帳
を
み
て
も
、
村
内
で
突
出
し
た
所
持
高
で
は
な
い
。
著
述
で
奉
公
人
や
小
商
い
に
言
及
し
て
お
り
、
経
営
と
の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
地
主
経
営
や
商
業
経
営
で
は
な
く
手
作
経
営
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
第
一
章
天
保
飢
饉
以
前
の
意
識
本
章
で
は
、
天
保
飢
饉
以
前
の
意
識
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
書
物
目
録
「
書
物
巻
数
覚
帳
」
か
ら
、
蔵
書
の
概
要
と
、
飢
饉
に
関
す
る
著
述
の
位
置
づ
け
を
把
握
し
た
い
。
「
覚
帳
」
の
表
紙
に
は
、「
天
保
八
酉
年
六
月
改
貞
俊
求
得
処
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
書
名
を
列
挙
し
た
後
に
は
「
天
保
十
五
辰
年
土
用
干
改
之
時
凡
本
数
三
百
六
十
巻
」
と
記
さ
れ
、
以
後
、
嘉
永
五
（
五
一
八
巻
）・
同
六
（
五
四
八
巻
）・
安
政
五
年
（
六
〇
〇
巻
）
の
巻
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
の
総
計
は
、
ジ
ャ
ン
ル
も
し
く
は
一
定
の
丁
で
ま
と
め
た
冊
（
巻
）
数
の
小
計
を
合
計
し
た
「
惣
〆
五
百
九
十
九
冊
」
に
、
後
筆
で
五
冊
を
加
え
た
「
六
百
四
冊
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
嘉
永
二
年
ニ
求
」「
嘉
永
六
丑
六
月
成
」
と
い
っ
た
入
手
や
作
成
の
時
期
が
記
さ
れ
て
い
る
書
物
も
あ
る
。「
安
政
二
卯
十
一
月
四
日
江
戸
東
海
道
地
震
の
事
」
と
い
う
書
物
の
記
載
、
惣
〆
の
冊
数
と
安
政
五
年
の
冊
数
の
近
さ
か
ら
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
頃
の
蔵
書
を
示
す
史
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
表
２
に
、「
覚
帳
」
の
ジ
ャ
ン
ル
別
冊
数
を
示
し
た
。
紙
幅
の
関
係
で
該
当
箇
所
に
記
載
し
た
と
思
わ
れ
る
書
物
や
、
適
切
な
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か
疑
わ
し
い
書
物
も
あ
る
が
、
き
き
ん
概
要
は
窺
え
る
。
こ
の
う
ち
、「
餓
饉
書
」
に
分
類
さ
れ
た
書
物
を
表
３
に
ま
と
め
た
。
現
物
を
比
定
で
き
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
東
総
地
域
に
お
け
る
天
保
飢
饉
の
被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
以
降
目 録 本 文 冊（巻）数 備 考
儒書 １１１ 表紙には歌書も記載
軍談并縁起 軍談并縁起 名所案内 １２１
医書 １２６
神祇古道 ４３ 表紙には家相も記載
地方心得并馬事 地方心得并ニ絵
図諸国大小 絵
手本
▲６４
国々津々村在大
小絵図
絵図
※４４
国々小絵図
画方式手本品々 絵手本品々 ※３２
諸職万事奇方集 奇術万方日用并
ニ細工奇術
※２２
餓饉心得書并貯物 餓饉書 ※１６
善悪論荒佐嘉志 ※２
表２ 「諸書物巻数覚帳」ジャンル別冊数
（注）目録：冒頭の目録の項目表記、本文：書名が列挙された部分の冒頭の項目表記。
無印：「覚帳」小計部の冊数。
※：「覚帳」に列挙された書物の冊数を筆者が合計したもの。
▲：「地方心得」に該当する書物は「覚帳」で複数の箇所に記載されており、実際は
小計部の64冊よりも多い。
下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識（小田）
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の
作
成
が
多
い
。
第
二
章
で
取
り
上
げ
る
「
餓
饉
憂
之
事
」
は
、「
覚
帳
」
に
記
さ
れ
た
「
き
ゝ
ん
書
」
の
冊
数
と
異
な
り
一
冊
で
あ
る
た
め
、「
覚
帳
」
で
あ
が
っ
て
い
る
書
物
に
該
当
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
飢
饉
を
主
題
に
し
た
著
述
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
以
降
に
著
さ
れ
て
い
る
。
「
餓
饉
書
」
に
含
ま
れ
る
著
述
が
無
い
と
は
い
え
、
思
想
形
成
過
程
に
注
目
す
る
本
稿
の
分
析
視
角
か
ら
は
、
天
保
飢
饉
以
前
の
飢
饉
認
識
を
押
さ
え
ざ
っ
と
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
史
料
が
、「
雑
人
む
か
し
」
で
あ
る
。
本
書
は
、
表
紙
に「
文
政
八
酉
秋
書
之
」と
記
さ
れ
た
竪
冊
の
史
料
で
、
本
文
一
〇
丁
と
表
紙
・
背
表
紙
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
六
丁
オ
モ
テ
に
、
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
か
ら
弘
化
元
年
へ
の
改
元
に
言
及
す
る
記
述
が
あ
り
、
内
容
や
筆
致
か
ら
、
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
を
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
執
筆
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
本
書
の
、
天
候
や
農
作
物
の
生
育
に
関
す
る
記
事
は
、
後
年
の
「
餓
饉
書
」
と
比
較
す
る
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
話 題 概 要
表紙ウラ 「雨をためしてよめる歌」 「或人」の詠んだ、「五月雨、春は南に秋は北、いつも東風にて雨降ると知れ」という歌。
１丁オ～ 文政７年秋～８年夏の米相場変動
文政７年秋、十六島辺の洪水による影響で一時的に米相場が１両につき９
斗８升くらいになったが、「ほどなく国々の米廻り会し」たのか、翌年
６，７月には１石２斗８升くらいになった。
１丁ウ～ 文政８年の米相場変動
文政８年、土用中の寒さを根拠に８月頃の米相場が１石１斗になるとした
入野村・小松庄兵衛の予測が、周囲の米屋の予測に反して的中し、米相場
が高値になった。
３丁ウ～ 胡麻の育て方
胡麻の種を蒔いても生じなかったため、その理由を老人に尋ね、その教え
を参照し、種を落としてその上を踏みつけるようにしたら、よく生えるよ
うになった。
４丁オ 種・苗・実などに、「知れざる事」が数多いこと
むらさき大根の種・田の神苗・いぬこ粟の実の選び方、ぶぬけという穂の
ない粟のことなど。
４丁オ～ 煙草を申年に作るべきこと 母が６５才の老人から聞いたという話。
４丁ウ～ ８月２４日～の米相場の変動など ９月朔日～３日にかけて９斗２升になり、松沢村の地頭（山角氏）から諸国の作柄を記した書面が届いた。９月７日昼以降には１石２升となった。
６丁オ 改元および竹の生育
天保１５年から弘化元年への改元。弘化２年には真竹が枯れて葉竹は勢いが
良かったが、６１年前の丙午（天明６年）は葉竹が残らず枯れて真竹は枯れ
なかった。弘化２年より４，５年以前から真竹が枯れ始めた。
６丁ウ～７丁オ ※別内容 折り紙の折り方を示した図。
７丁ウ ※白紙 白紙の丁。
７丁ウ 弘化２年の相場など 春の米相場が１両に７斗５，６升～８斗くらいで、麦の実が細く、４月末に米相場は６斗９升になった。雨は少ない。
７丁ウ 詠歌 「おしひかな、又おしひかな日の本の、なべてにきほふ国のたのしみ」「おしひかな、アヽおしひかな日の本の、なべてにぎほふ国を離れて」の２首。
８丁オ 改元 弘化５年から嘉永元年への改元。
８丁オ～９丁ウ 嘉永元年の雷雨・雹による被害 嘉永元年５月９日の「江戸海道酒々井辺 東南の方大雷、上総国東辺茶碗程の氷」によって被害を受けた村名書上。
背表紙見返し 「或人辞世」 「連もなし、心いそかぬ旅路かな」「惜まれて、心斗りのおき土産」の２句。
背表紙 詠歌 「外からハ、手もつけられぬ城郭を、うちから破る粟のゑがから」他１首。
書 名 冊（巻）数 成立時期
きゝん書 ２
年中地面作物心得 １ 天保15～安政6頃
くらみの雑談 ６ 天保12～
田舎荒さかし ２ 天保7、天保12
天保七丙申年由来記 １
かまとの種 １ 天保8
日用心法鈔 上 １ 天保9写
越後国地震口解 １ 嘉永2写
難波かたあし火のさやき １
浅間山砂降騒動記 １
餓饉清書 １
書物目録には「嘉永六丑
六月成」とあるが、文久
元年清書のものが現存
表４ 「雑人むかし」の構成
表３ 「餓饉書」の構成
（典拠）金杉佐久治家文書「諸書物巻数覚帳」。
― １０６ ―
記録史料と日本近世社会
ま
ず
、
文
政
七
・
八
年
の
作
柄
に
関
す
る
記
事
を
取
り
上
げ
る
。
〔
史
料
一
〕
カ
ム
リ
文
政
七
申
年
の
秋
、
香
取
郡
十
六
嶋
の
辺
ハ
洪
水
に
て
稲
作
水
冠
り
に
（
マ
マ
）
な
り
、
大
半
萌
へ
腐
り
に
成
よ
し
、
水
流
れ
迚
と
て
其
土
地
の
人
他
所
へ
散
乱
し
、
予
が
村
方
へ
も
見
へ
た
り
、
其
秋
米
の
相
庭
金
壱
両
ニ
付
九
斗
八
升
位
迄
ニ
な
り
し
が
、
ほ
ど
な
く
国
々
の
米
廻
り
会
し
に
や
、
次
第
ニ
下
直
ニ
成
、
壱
石
壱
斗
位
ニ
成
、
酉
ノ
春
ハ
壱
斗
五
升
ニ
成
、
又
弐
斗
ニ
成
、
夏
の
頃
ハ
米
高
直
に
も
成
時
分
、
壱
石
弐
斗
五
升
 
、
六
七
月
ハ
壱
石
弐
斗
八
升
位
ニ
成
し
也
、
国
々
を
な
ら
し
て
見
れ
ハ
少
々
の
事
な
り
と
見
へ
た
り
辰
巳
の
風
吹
ハ
日
光
水
出
て
、
十
六
嶋
洪
水
に
成
事
必
定
也
又
文
政
八
酉
年
ハ
、
春
 
至
極
雨
続
よ
ろ
し
く
、
香
取
郡
干
潟
な
ど
ハ
田
畑
可
也
の
出
来
方
也
、
右
ニ
云
如
ク
、
年
内
の
秋
 
米
下
直
ニ
し
て
、
六
七
月
ハ
津
端
ハ
秋
 
も
米
沢
山
な
り
、
段
々
下
り
相
場
ニ
付
、
貯
置
た
る
者
我
先
に
と
売
出
し
け
れ
ハ
、
小
見
小
見
川
の
岸
に
は
米
を
積
ん
て
山
の
如
し
、
此
年
六
月
五
日
よ
り
土
用
に
入
、
土
用
中
至
て
寒
ア
ハ
セ
く
、
時
々
ハ
袷
を
着
て
、
土
用
過
な
ば
暖
か
に
も
な
ら
ん
と
語
り
尽
せ
し
、
土
用
過
け
れ
ハ
漸
く
暑
気
に
成
け
り
こ
の
文
政
八
年
の
記
事
で
は
、
入
野
村
の
小
松
庄
兵
衛
と
い
う
「
齢
ひ
六
十
七
八
」
の
「
物
毎
に
念
の
よ
ろ
し
き
」
老
人
が
、
盆
前
に
、「
当
土
用
中
北
風
吹
て
さ
む
き
事
希
也
、
当
八
月
頃
ハ
米
相
場
壱
石
壱
斗
の
相
場
に
成
べ
し
」
と
予
測
し
た
と
こ
ろ
、「
あ
た
り
の
米
屋
」
は
そ
れ
を
信
じ
ず
に
嘲
笑
し
て
い
た
が
、
八
月
二
日
に
は
「
壱
石
壱
斗
六
升
の
買
人
余
り
た
り
、
同
三
日
壱
斗
四
升
ニ
成
、
又
二
日
過
て
壱
斗
弐
升
ニ
成
、
夫
 
壱
石
壱
斗
ニ
成
、
日
数
二
十
日
過
さ
る
う
ち
に
、
居
払
ひ
八
斗
ニ
付
金
三
歩
」
と
、
庄
兵
衛
の
予
測
通
り
に
な
っ
た
と
い
う
。
相
場
が
上
昇
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、「
当
夏
仙
台
の
地
雪
降
り
て
、
八
月
彼
岸
の
頃
色
つ
く
稲
穂
も
出
す
し
て
、
漸
稲
わ
の
わ
き
は
ら
よ
り
輪
の
如
く
に
な
り
て
出
る
と
也
、
湯
殿
山
参
詣
の
者
の
通
行
の
時
、
今
ハ
上
作
成
稲
も
其
後
ハ
甚
下
作
同
前
に
て
、
実
の
り
の
ほ
ど
も
お
ぼ
つ
か
な
し
と
な
り
、
依
て
仙
台
の
米
他
国
へ
い
で
す
、
積
出
し
た
る
米
船
も
呼
帰
し
、
殿
様
に
て
貯
置
よ
し
也
」
と
記
し
て
い
る
。
貞
俊
は
、
こ
の
事
例
か
ら
「
此
外
老
人
の
は
な
し
耳
に
と
め
て
益
あ
る
事
数
多
し
、
若
き
人
々
お
ろ
そ
か
に
思
ふ
へ
か
ら
ず
」
と
い
う
教
訓
を
導
き
出
す
。
本
書
に
は
、
米
相
場
の
変
動
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
八
月
二
四
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
の
相
場
変
動
と
、
松
沢
村
の
領
主
・
山
角
氏
か
ら
届
い
た
書
面
に
、
奥
州
や
、
信
州
お
よ
び
上
州
の
凶
作
と
、「
江
戸
表
白
米
百
文
ニ
付
八
合
ト
也
、
六
貫
六
百
文
の
銭
ニ
し
て
壱
両
ニ
五
斗
弐
升
八
合
ニ
当
ル
」
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
、「
南
部
の
舟
も
銚
子
へ
米
を
積
入
ル
事
あ
り
、
当
年
ハ
此
舟
さ
か
な
抔
つ
ミ
来
り
て
、
銚
子
ニ
て
米
を
買
求
て
か
へ
る
事
珍
ら
し
き
事
と
い
へ
り
」
と
い
う
記
述
が
続
く
。
貞
俊
の
飢
饉
認
識
を
考
え
る
上
で
は
、
米
相
場
と
の
関
わ
り
で
凶
作
を
理
解
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。〔
史
料
一
〕
で
は
、
洪
水
の
た
め
に
十
六
下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識（小田）
― １０７ ―
島（
現
在
の
香
取
市
か
ら
茨
城
県
稲
敷
市
付
近
）か
ら
万
力
村
に
来
た
人
を
見
て
い
な
が
ら
、
他
国
米
が
「
廻
り
会
し
」
た
た
め
相
場
が
回
復
し
た
と
い
う
評
価
で
記
述
を
終
え
て
い
る
。
貞
俊
は
、
他
国
米
の
銚
子
や
小
見
川
へ
の
流
通
が
相
場
を
安
定
さ
せ
た
と
理
解
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
地
域
だ
け
の
凶
作
は
、
相
場
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
、
さ
ほ
ど
問
題
視
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
相
場
へ
の
関
心
と
関
連
し
て
、
本
書
に
は
胡
麻
や
煙
草
の
育
て
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
〜
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
頃
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
「
種
物
取
様
作
物
仕
附
方
心
得
之
事
」
に
は
、
蔬
菜
や
樹
木
に
関
す
る
記
事
が
多
い
。
明
治
初
年
に
お
け
る
所
持
地
の
構
成
を
勘
案
す
る
と
、
畑
地
の
利
用
が
経
営
上
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
銚
子
・
小
見
川
へ
の
近
接
性
、
土
地
生
産
性
は
、
当
地
の
地
域
性
を
反
映
す
る
要
素
で
あ
る
。
貞
俊
の
捉
え
方
は
、
他
の
人
々
に
も
あ
る
程
度
は
敷
衍
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
貞
俊
の
自
然
認
識
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
か
ら
の
記
事
の
末
尾
で
は
、
十
六
島
の
洪
水
の
前
兆
と
し
て
、「
辰
巳
の
風
」
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
政
八
年
に
小
松
庄
兵
衛
は
、
土
用
中
の
気
候
か
ら
相
場
変
動
を
予
測
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
煙
草
作
に
関
す
る
記
事
を
引
用
す
る
。
〔
史
料
二
〕
予
か
母
我
に
お
し
へ
て
云
、
未
年
に
は
煙
草
ハ
余
斗
に
作
る
べ
し
、
申
の
年
ハ
あ
た
り
遠
し
、
前
々
た
め
し
見
る
に
、
申
年
ハ
た
ば
こ
の
よ
き
年
ハ
す
く
な
し
、
申
ハ
た
ば
こ
を
好
ん
て
食
ふ
ゆ
へ
か
と
、
是
六
十
五
才
の
老
人
の
は
な
し
也
よ
り
説
得
的
な
理
由
を
見
出
せ
て
い
な
い
と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
貞
俊
や
貞
俊
の
母
は
、
こ
う
し
た
俗
信
的
な
理
由
づ
け
を
否
定
し
て
い
な
い
。
貞
俊
は
、
天
災
の
兆
候
と
な
る
自
然
現
象
に
注
目
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
自
然
観
察
の
結
果
を
解
釈
す
る
世
界
観
の
総
体
は
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
的
性
格
の
色
濃
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
老
人
の
経
験
知
や
、
そ
う
し
た
知
識
の
口
承
に
よ
る
獲
得
を
重
視
し
て
い
た
点
も
、〔
史
料
二
〕
の
意
識
と
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
二
章
天
保
四
年
の
意
識
（
１
）
天
保
飢
饉
の
捉
え
方
き
き
ん
本
章
で
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
お
け
る
貞
俊
の
意
識
を
「
餓
饉
憂
之
事
」
か
ら
検
討
す
る
。「
餓
饉
憂
之
事
」
は
、
竪
冊
の
史
料
で
二
五
丁
か
ら
な
る
。
表
紙
・
背
表
紙
が
無
く
加
筆
修
正
も
多
い
た
め
、
稿
本
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
刊
記
も
無
い
が
、
内
容
や
「
当
天
保
四
」
と
い
っ
た
記
述
か
ら
、
天
保
四
年
の
成
立
と
比
定
で
き
る
。
東
総
地
域
に
お
け
る
天
保
飢
饉
は
、
天
保
四
年
か
ら
天
保
一
〇
年
ま
で
続
く
た
め
、
本
書
は
天
保
四
年
時
点
の
飢
饉
認
識
を
窺
え
る
史
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
― １０８ ―
記録史料と日本近世社会
話 題 概 要
１丁オ～ 執筆意図 人間にとって第一の憂い事である飢饉への備えをしない者の多さ、話の取捨選択の重要性。
２丁ウ～ 過去の飢饉の箇条書き 文亀３～天保４年まで、１３の一つ書き。
４丁オ～ 天保四年の状況
夏中の寒さと８月１日の大風による作柄への影響、米以外
にも「食になるへきもの」の値段が高騰したこと、値段高
騰によって「小商い」をする者や日雇い稼ぎをする者に影
響が出たこと。
５丁ウ～ 常総地域の騒動
小見川村「擲壊し」、銚子柳屋・網戸村某による困窮者へ
の米値下げ、南八日市場「擲壊し」未遂、船橋在騒動、龍
ヶ崎騒動、牛久門訴の風聞。
８丁ウ～ 「前々のきゝん」との比較
「前々のきゝん」より米相場が高く、年貢用捨もあるため
上納しても年内の食事はあるはずにも拘わらず「騒ぎ」が
早く起こったことと、百姓が小商いを好むなど世が移り変
わったこととの関連。
１０丁オ～ 百姓経営のあり方
田を耕す量を勘案すべきこと、田の水の有無によって稲の
刈り取り方を勘案すべきこと、耕作を一途にすべきこと、
田ばかりでなく畑作もすべきこと。
１３丁オ～ 天明六年の状況
天明３年７月の浅間山噴火で降り積もった砂が作物の生育
に影響を及ぼし、４か年凶作が続いた。天明６年は米が高
値で雑穀に粮を混ぜて食べていたが、粮にするものまで尽
き、糠餅や田螺を食して病む者も出た。相場は米だけでな
く粟まで高騰した。米相場の高騰のため百姓は野草を採る
ことを家業とするようになり、その時できた菜刀は今も
在々の百姓家にのこっている。煙草作にも影響が出た。
１５丁オ～ 天明七年以降の状況
天明７年は豊作だったが穀物不足のため米は高値のままで、
大前の百姓には米を売って金持ちになった者もいたとい
う。天明８年は大旱魃で、下総国干潟はすべて不作だった。
１５丁オ～ 明和七・八年の状況
明和７年は５～８月まで１００日余り雨が降らず作物の生育
に影響があった。前々から困窮していた百姓は年貢納入が
遅れ、１２月２８日に御出役の前で少々の俵を積み立てた。明
和８年は春に「扶糧」を願い下付されたが、重ねての扶食
願いは叶わなかった。６月は乞食を防ぐため祇園祭礼を止
め、抜け参りも流行した。４月中旬からは大旱で、田地が
畑になるほどだった。６月もとても暑かったが、６月中旬
から蝗が発生した。「数年困窮の民」は旱魃だけでなく、
この災いに遭ったため念仏を唱えるなどしたが験はなかっ
た。忝なくも将軍家治公が「民の困苦を愍み給ひ」湯島天
神にて雨乞祈祷をしたり、江戸城内で「倹約を大に行」う
などした。「江戸洛中物騒なる事いまた如此なる事を聞か
ず」、銭は下値に米は高値になり、乞食・非人の族は追い
払われた。
１７丁ウ～ 百姓の心得
飢饉に備えて食物を貯えるべきこと、先祖からの譲り物で
ある地面を失わないようにすべきこと、気候不順から翌年
の作物の不出来を予測し後日の用心をすべきこと、当時の
「人の教へにもたつべき」人々への批判。
２１丁オ 『農喩』について ある老人が『農喩』について語るのを聞いて懐紙に記したこと、「後世の心得ともなすへき書」なので熟読すべきこと。
２１丁オ～ 緯度の比較
『農喩』の話を聞くと奥州は寒気が強いためか他国より
「きゝんとなりてハきびしき物語」である。そこで、国々
の度数（緯度）を比べる。飢饉の患いは雪だけでなく、長
しけ・大風・日照り・虫の憂いなどあり、どのような天災
を受けるか知れないので、恐れ慎むことが第一である。
２２丁オ～ 「卯年のきゝん」について
「奥州はなし」（『農喩』）で聞いた卯年の飢饉と、その後
の様子。卯年の凶作・飢饉が、「天より災ひを下し、地に
も変ありしより」起こったこと。
２４丁オ 「卯年のきゝん」時の相場 「外の国々の五穀を初め、食に成べき品、凡直段を聞」たもの。
２４丁ウ～ 「卯年のきゝん」について（続き）
この時（『農喩』では享保１７年西国飢饉と明記されている）、
「金を持し人」も道で飢え死にした位であるので、貧乏人
は慎まなければならないこと。
２５丁オ～ 「此下総辺」で貯えるべき食物 粟・稗・黍・田螺・蜀黍・菜種を貯えるべきこと、物置の拵え方を心得るべきこと。
表５ 「餓饉憂之事」の構成
下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識（小田）
― １０９ ―
ま
ず
、
冒
頭
に
執
筆
意
図
が
記
さ
れ
る
。
〔
史
料
三
〕
夫
人
間
た
る
も
の
一
生
の
間
に
う
れ
ひ
と
す
べ
き
事
多
く
有
中
に
、
第
一
の
憂
と
す
る
も
の
ハ
き
ゝ
ん
也
、
是
に
こ
へ
た
る
大
難
ハ
な
し
、
昔
 
度
々
あ
る
事
な
れ
ど
も
、
時
う
つ
る
と
人
心
か
わ
り
易
く
、
物
事
花
（
虫
損
）
美
□
成
て
、
つ
ひ
〳
〵
前
の
な
ん
き
を
忘
失
し
て
、
穀
物
を
麁
末
に
し
て
天
災
を
受
る
に
至
る
、
右
餓
饉
の
事
の
書
物
抔
も
ま
ゝ
あ
り
、
又
老
人
の
物
語
り
等
に
も
す
る
事
な
れ
バ
、
能
々
其
理
を
弁
へ
て
此
用
心
を
し
て
、
き
ゞ
ん
に
備
べ
き
食
物
の
貯
を
、
兼
て
設
け
置
べ
き
事
也
し
か
し
、「
世
の
中
ニ
ハ
心
な
き
人
」
が
多
く
、「
む
か
し
ハ
あ
れ
ど
今
ハ
サ
キ
な
き
も
の
ゝ
や
ふ
に
お
も
ひ
居
る
人
も
又
多
」
い
。「
老
人
た
る
人
ハ
先
も
近
け
れ
バ
」、
若
者
の
心
得
に
「
前
々
の
大
事
を
語
り
置
」
き
た
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
老
人
の
物
語
に
は
有
益
な
こ
と
も
あ
り
、「
噺
し
の
取
用
ゆ
る
と
用
ひ
ざ
る
ハ
我
が
心
に
有
」
る
の
で
、
聞
い
た
話
の
取
捨
選
択
を
求
め
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
〔
史
料
四
〕
予
ハ
諸
人
に
交
り
、
貴
賤
・
高
下
・
貧
福
を
厭
ハ
ず
、
好
身
を
深
く
し
て
物
事
聞
溜
見
留
置
中
に
、
第
一
の
心
得
き
ゝ
ん
、
其
次
の
う
れ
い
ハ
病
也
、
病
の
事
ハ
別
紙
に
つ
ゝ
れ
ハ
此
に
の
ぞ
く
、
予
見
聞
及
ふ
処
の
（
マ
マ
）
き
ゝ
ん
年
々
左
ニ
し
ら
べ
て
子
孫
に
伝
ふ
と
て
、
文
亀
三
の
頃
 
印
書
物
目
録
に
「
医
書
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
貞
俊
は
医
薬
書
を
多
く
著
し
て
い
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
〜
一
二
年
頃
に
著
し
た
、
当
時
の
医
者
を
批
判
し
た
著
述「
田
舎
荒
さ
か
し
医
雑
談
上
」で
は
、
「
予
が
親
た
ち
妻
迄
も
病
の
為
に
身
を
は
た
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
病
を
憂
う
意
識
の
背
景
を
窺
え
る
。
こ
こ
で
は
、
飢
饉
が
病
よ
り
上
位
の
憂
い
事
と
さ
れ
て
い
る
点
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
老
人
か
ら
の
口
承
を
重
視
す
る
意
識
は
、
文
政
八
年（
一
八
二
五
）か
ら
一
貫
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
盲
従
す
る
の
で
は
な
く
、
取
捨
選
択
で
き
る
判
断
力
を
求
め
て
い
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
〔
史
料
四
〕
に
続
い
て
、
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
以
来
の
「
き
ゝ
ん
」
が
一
つ
書
き
で
列
挙
さ
れ
る
。
一
つ
書
き
の
上
部
（
頭
註
）
に
は
、「
天
保
四
巳
 
三
百
三
十
二
年
」
と
い
っ
た
書
き
入
れ
が
あ
る
。
若
尾
政
希
氏
は
、
年
表
『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
の
作
者
が
、
日
本
に
つ
い
て
は
神
武
の
即
位
を
（
例
え
ば
「
人
王
ヨ
リ
二
千
二
百
七
十
七
年
ニ
成
」）、
中
国
に
つ
い
て
は
伏
羲
を
紀
元
と
し
て（「
伏
羲
ヨ
リ
…
」）歴
史
を
捉
え
よ
う
と
す
る
一
方
、
現
在
を
起
点
に
歴
史
を
把
握
す
る
視
点（「
元
禄
七
年
ヨ
リ
…
」）を
併
せ
持
っ
て
い
た
と
指
摘
し
（
１０
）
た
。
こ
の
指
摘
を
参
照
す
る
と
、
貞
俊
も
自
分
が
生
き
る
「
現
在
」
を
起
点
に
歴
史
を
把
握
す
る
視
点
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
一
つ
書
き
の
間
に
は
「
是
 
三
十
三
年
過
て
」
と
い
っ
た
、
次
の
飢
饉
ま
で
の
年
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
６
に
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
飢
饉
― １１０ ―
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和暦 西暦 天保４年からの年数 飢饉 概要 前後の出来事
次の飢饉までの間
の出来事
次の飢饉ま
での期間
文亀三癸亥年 １５０３ 三百三十二年 天下大かんばつ 井の水かるゝ
是年 六年以前、
天下大地しんにて
人多く死すと也
此間なく弐ヶ年続テ
大難の上、両上杉
川越ニて合戦あり
永正元年甲子 １５０４ 三百三十一年 天下大きゝん 是 十五年を経て
同十五戊寅年 １５１８ 三百十七年 大きゝん 是 七年過て
大永四甲申年 １５２４ 三百十一年前 大かんはつ 此間十七年過て
天文九年庚子 １５４０ 二百九十五年前 大きゝん 同十九年大こう水
寛永十八年
迄ノ間百二
年程
寛永十八辛巳年 １６４１ 春 夏迄雨ふらず 同十九年大きゝん
寛永十九壬午 １６４２ 百九十二年 同癸未年ニ懸り大きゝん
是 三十三
年過て
延宝三乙卯年 １６７５ 百五十九年 大きゝん
此間五十七年の内
きゝんなしといへ
とも、大こう水・大
地しん・大雷・大
火事、或ハはしか
等にて人多く死す
るとぞ
享保十七年壬
子 １７３２ 百二年前 大きゝん
うんかと云虫出て、
稲につく
同十九寅六月十五
日 九月中ハ迄大
雨ツヽク
①此間宝暦十庚辰
八月十七日大風、
此時家々大木ヲた
をす、外口村栄明
寺戸■迄飛、在家
三軒潰／②此間享
保十七年 三十二
年過て、宝暦十三
年ニ大風有、一村
二三軒ツヽ家をた
をす
さて四十年
過て
明和八辛卯 １７７１ 大かんはつ 去年寅年五月 八月迄雨ふらず
同年 １７７１ 六十三年前 大きゝん 蝗起テ自荒田 涌出
是 後十三
年過て
天明三癸卯 １７８３ 五十一年前 きゝん
①右卯年 して午
年迄四年凶作続て
米高直／②是ニ逢
し人ハ今も多し
是 七年目酉年不
作ニて、下総国植
田少
天明三 天
保四の間五
十一年也
天保四癸巳年 １８３３
①田植時 夏中寒
して、稲不長小穂
出ル、八月一日大
風、竹木人家を破、
薄の穂不出／②此
年六月中仙台ノ地
雪降り、猶又大君
ノ広地ト申ハ幅十
四里、或ハ十八里
長ノ 不聞、此地
面ニ山津波迚、ど
ろ土押流れ、地堺
不分、新規に縄入
有よし、又かな川
ノ先、川崎ニて、
大家ノ主風のふせ
きに屋根に登り、
行方不知はるかの
橋の末ニあり、下
し見れハ歯ト目玉
なしと、又上総千
葉ニて風を恐、土
蔵ニ入、土蔵共行
方不知と
（典拠）金杉佐久治家文書「餓饉憂之事」。
（注）この他、享保十七年の項には「八代目ユウトク院様御代」との書き入れがある。
表６ 「餓饉憂之事」に取り上げられた飢饉
下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識（小田）
― １１１ ―
と
、
記
述
の
内
容
を
ま
と
め
た
。
こ
の
う
ち
、
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
と
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
の
間
に
は
、
次
の
文
章
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
〔
史
料
五
〕
扨
此
以
後
百
年
余
り
の
内
、
聞
伝
ふ
程
の
大
餓
饉
ハ
し
ら
ず
と
い
へ
と
も
、
天
文
十
年
に
京
都
大
風
に
て
宮
門
を
た
を
す
と
、
又
同
十
一
年
よ
り
織
田
・
今
川
の
戦
ひ
ヲ
初
め
、
其
後
義
輝
将
軍
・
武
田
・
村
上
ノ
戦
、
同
二
十
年
天
下
大
乱
と
成
、
夫
 
弘
治
元
年
に
改
暦
し
て
晴
賢
・
元
就
ト
合
戦
、
夫
 
今
川
義
元
・
織
田
信
長
ト
戦
ひ
、
又
同
四
年
の
頃
信
玄
・
謙
信
川
中
嶋
に
於
て
軍
起
り
、
同
五
年
元
就
・
大
友
宗
り
ん
ト
戦
有
て
、
是
迄
止
時
を
得
ず
続
て
、
信
長
の
戦
 
太
閤
秀
吉
・
秀
頼
・
石
田
三
成
の
合
戦
数
年
の
内
に
大
あ
ら
れ
・
大
地
し
ん
ハ
あ
れ
ど
、
大
き
ゝ
ん
と
云
事
も
聞
ず
、
此
間
百
三
年
余
り
隔
て
貞
俊
が
、「
大
風
」「
大
あ
ら
れ
」「
大
地
し
ん
」
と
大
飢
饉
を
同
じ
範
疇
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
６
か
ら
は
、
こ
の
他
、
洪
水
・
雷
・
暴
風
と
い
っ
た
自
然
現
象
や
、
風
や
乾
燥
に
影
響
さ
れ
る
火
事
、
さ
ら
に
は
麻
疹
も
飢
饉
と
同
じ
範
疇
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
点
は
、
拠
ん
所
な
く
「
人
多
く
死
す
る
」
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
合
戦
は
、
人
命
が
多
く
失
わ
れ
る
点
は
共
通
す
る
が
、
不
可
避
性
と
い
う
観
点
に
基
づ
き
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
天
文
と
寛
永
の
間
を
〔
史
料
五
〕
の
文
章
で
区
切
っ
て
い
た
よ
う
に
、
貞
俊
は
当
時
が
戦
国
の
世
と
異
な
る
時
代
に
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
合
戦
・
戦
乱
に
対
す
る
意
識
に
は
、
近
世
（
さ
ら
に
限
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
）
の
時
代
性
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
麻
疹
が
入
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
天
災
と
い
う
語
で
包
括
す
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
も
あ
る
が
、
飢
饉
か
ら
麻
疹
ま
で
を
一
連
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
意
識
は
、
近
世
に
生
き
た
人
々
の
心
性
を
窺
う
上
で
興
味
深
い
。
天
保
四
年
の
一
つ
書
き
に
は
、「
田
植
時
 
夏
中
寒
し
て
、
稲
不
長
小
穂
出
ル
、
八
月
一
日
大
風
、
竹
木
人
家
を
破
」り
…
と
い
っ
た
被
害
の
様
子
と
、
六
月
中
に
仙
台
で
雪
が
降
り
、「
大
君
ノ
広
地
」
に
「
山
津
波
」
と
い
う
泥
流
が
押
し
寄
せ
、「
地
堺
も
不
レ
分
、
新
規
に
縄
入
」
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
川
崎
で
「
大
家
ノ
主
」
が
「
風
の
ふ
せ
き
に
屋
根
に
登
」
っ
た
と
こ
ろ
、
（
マ
マ
）
風
で
飛
ば
さ
れ
、「
歯
ト
目
玉
な
し
」
の
姿
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
、「
上
総
千
葉
」
で
「
風
を
恐
、
土
蔵
ニ
入
、
土
蔵
共
行
方
不
知
」
に
な
っ
た
者
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
天
保
四
年
の
地
域
の
様
子
が
詳
述
さ
れ
る
。
史
料
文
言
を
抽
出
し
つ
つ
ま
と
め
る
と
、「
夏
中
寒
く
、
稲
ハ
植
た
る
侭
に
て
不
長
、
夏
中
単
物
着
る
日
迚
ハ
ま
れ
」
だ
っ
た
。
秋
に
至
っ
て
も
、「
稲
ハ
其
ま
ゝ
小
穂
出
て
」、
一
穂
の
籾
に
、
上
作
で
五
〜
六
〇
粒
、
下
作
で
三
〜
四
〇
粒
、「
中
に
穂
無
し
も
有
」
る
と
い
う
実
り
で
、「
村
々
御
検
見
入
御
願
ひ
の
者
、
江
戸
ク
シ
の
道
ハ
櫛
の
歯
を
挽
が
如
く
」
だ
っ
た
。
す
る
と
八
月
一
日
、「
四
五
拾
歳
成
者
の
覚
な
き
大
風
」
が
「
巳
の
上
刻
 
申
刻
迄
」
起
こ
り
、
木
が
折
れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
た
。
秋
に
は
す
す
き
の
穂
も
出
ず
、
田
畑
の
立
毛
も
穂
首
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を
折
ら
れ
た
り
、
根
本
か
ら
倒
れ
る
な
ど
で
、「
近
里
・
近
郷
御
検
見
不
願
村
方
壱
村
も
な
」
か
っ
た
。
米
相
場
は
、
九
月
の
七
斗
か
ら
「
其
月
の
内
に
五
斗
八
升
ニ
成
」、
一
〇
月
に
は
「
五
斗
二
三
升
の
買
人
」
が
「
壱
取
も
得
る
こ
と
能
ハ
す
」、「
秋
の
最
中
な
る
に
」
四
斗
八
升
と
、「
今
五
十
才
の
者
不
覚
事
」
と
い
う
高
値
の
相
場
に
な
っ
た
。
他
の
「
食
に
な
る
へ
き
も
の
」
（
マ
マ
）
も
、「
麦
・
粟
ハ
勿
論
、
里
竿
（
芋
）・
さ
つ
ま
い
も
・
渋
柿
・
と
ふ
ふ
の
か
ら
に
至
る
迄
直
段
引
上
、
里
い
も
壱
升
土
い
も
ニ
て
五
十
文
、
さ
つ
ま
い
も
壱
斗
百
文
の
物
成
を
弐
百
五
十
文
」
な
ど
と
い
っ
た
相
場
で
、「
是
迄
小
商
ひ
に
て
今
日
を
送
り
、
百
姓
に
か
ゝ
ら
ざ
る
輩
」
や
、
日
雇
稼
ぎ
の
者
も
難
渋
し
た
と
い
う
。
続
い
て
、
常
総
地
域
の
騒
動
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
（
イ
）
小
見
川
の
打
ち
こ
わ
し
の
記
事
を
引
用
す
る
。
〔
史
料
六
〕
イ
ナ
カ
然
す
る
所
、
舎
田
に
珎
ら
し
き
事
の
あ
り
つ
る
ハ
、
八
月
廿
三
日
の
夜
タ
ゝ
キ
コ
ハ
小
見
川
村
に
擲
壊
し
と
云
事
在
、
其
前
々
日
立
札
を
立
た
る
由
、
其
時
分
時
を
う
つ
さ
ず
救
方
も
あ
ら
ば
騒
動
に
も
成
間
敷
に
、
其
侭
差
置
た
る
処
ニ
、
廿
三
日
未
タ
日
の
暮
さ
る
時
分
 
村
堺
ニ
三
四
十
人
程
寄
ホ
ラ
カ
イ
合
、
螺
な
と
吹
と
段
々
人
寄
増
、
其
時
ハ
此
人
数
に
は
づ
れ
た
る
者
あ
ら
バ
、
其
家
 
手
初
と
し
て
打
破
る
議
定
と
し
て
、
見
れ
バ
い
か
な
る
も
の
も
追
々
其
場
に
出
会
、
扨
夫
 
七
百
人
程
に
も
成
た
る
由
也
、
夫
 
米
屋
・
酒
屋
・
商
店
・
富
家
と
見
る
家
々
ハ
不
残
打
こ
わ
し
次
第
其
次
を
破
る
内
、
八
日
市
場
の
内
、
猿
田
屋
茂
八
と
い
へ
る
者
、
究
竟
の
キ
ヲ
イ
若
き
競
た
る
男
ど
も
を
十
五
人
頼
置
て
、
大
釜
に
て
湯
を
た
き
ら
せ
置
て
大
勢
外
 
打
擲
キ
踏
ミ
破
り
、
乱
れ
入
る
処
、
内
に
は
兼
て
用
意
の
ハ
ネ
ハ
チ
煮
湯
を
以
て
放
懸
、
或
ハ
水
鉄
鉋
に
て
弾
き
、
雨
の
降
如
く
に
是
を
防
く
に
、
大
勢
も
た
ま
り
か
ね
て
引
退
く
そ
し
て
、
酒
蔵
に
お
け
る
打
ち
こ
わ
し
の
な
か
で
多
量
の
酒
が
流
れ
出
て
「
洪
水
の
如
」
く
で
あ
っ
た
こ
と
、「
帳
面
・
書
物
等
・
証
文
に
至
迄
散
乱
紛
失
」
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、「
其
外
家
々
七
八
軒
」
が
被
害
を
受
け
た
が
、「
ホ
ス
ミ
弥
次
右
衛
門
と
云
有
徳
の
者
」
は
、「
前
度
餓
饉
の
時
分
、
此
人
の
ミ
窮
民
を
救
ひ
、
困
苦
の
人
々
に
米
四
斗
ツ
ゝ
、
夜
の
内
に
軒
の
下
に
持
送
り
て
施
し
た
る
と
、
彼
是
六
百
俵
程
の
救
ひ
を
差
出
し
た
」
た
め
、「
人
々
其
恩
徳
を
感
し
て
」
か
、
打
ち
こ
わ
し
の
難
を
逃
れ
た
と
い
う
。
こ
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、「
殿
様
御
膝
元
の
事
」
な
の
で
、「
早
速
御
役
所
の
沙
汰
に
成
り
、
江
城
に
も
早
速
早
飛
脚
を
以
て
告
け
」た
よ
う
で
大
勢
の
者
が
捕
縛
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
頭
取
吟
味
の
上
、
次
第
貰
下
叶
ひ
て
、
徒
黨
の
頭
七
八
人
に
成
」
た
時
、「
寺
院
方
命
乞
に
願
出
た
」
が
、
御
役
所
か
ら
「
貰
下
未
早
し
」
と
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
、「
未
御
評
定
未
定
と
云
共
、
一
命
ハ
た
す
か
る
へ
き
と
人
々
語
り
き
、
其
ひ
ゞ
き
流
布
す
」
と
い
う
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
あ
が
っ
て
い
る
騒
動
お
よ
び
そ
の
風
聞
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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（
マ
マ
）
（
ロ
）
銚
子
に
て
、「
柳
屋
と
云
物
」
が
困
窮
の
百
姓
家
へ
「
銭
五
百
文
に
店
の
預
米
壱
斗
ツ
ヽ
引
た
る
由
」。
（
ハ
）
網
戸
村
に
て
、「
百
文
ニ
七
合
五
勺
の
玄
米
の
時
、
白
米
壱
升
に
村
人
ニ
売
」
っ
た
者
が
居
た
が
、
米
相
場
の
さ
ら
な
る
高
騰
で
、「
無
是
非
其
事
も
止
た
」
こ
と
。
（
ニ
）
一
〇
月
二
〇
日
の
前
に
、「
南
八
日
市
場
ニ
於
て
廿
日
の
夜
擲
こ
は
（
マ
マ
）
し
の
立
札
」
が
あ
っ
た
が
、「
近
村
の
長
た
る
者
扱
ニ
立
入
、
百
表
な
り
弐
百
俵
な
り
、
富
家
七
八
軒
 
扱
人
方
ニ
て
借
受
」
て
人
々
に
与
え
た
と
の
こ
と
で
、「
其
後
ハ
静
謐
に
て
何
事
も
な
か
」
っ
た
こ
と
。
貞
俊
は
、「
是
ハ
当
時
白
米
六
合
の
処
」、
八
合
で
売
っ
た
た
め
治
ま
っ
た
よ
う
だ
と
記
し
て
い
る
。
ナ
レ
（
ホ
）「
舟
橋
在
」
に
て
、「
地
頭
の
御
用
人
と
村
役
と
刎
合
て
百
姓
を
掠
め
取
た
る
趣
」
が
あ
り
、
百
姓
が
「
御
用
人
御
下
り
」
の
折
に
、「
先
名
主
を
手
初
に
強
く
打
ふ
せ
、
夫
 
途
中
ニ
て
御
用
人
ニ
出
迎
ひ
、
傍
若
無
人
ニ
打
て
出
た
」
と
い
う
風
聞
。
侍
や
従
者
は
、
刀
を
抜
い
て
「
切
ふ
せ
ん
と
」
し
た
が
、
六
尺
棒
や
八
尺
丸
太
な
ど
の「
手
こ
ろ
の
道
具
を
以
て
追
々
馳
向
」っツキ
て
き
た
百
姓
た
ち
が
、「
無
二
無
三
に
は
し
ご
を
打
か
け
、
竹
や
り
に
て
突
立
」
て
て
き
た
た
め
、「
用
人
侍
も
た
ま
り
か
ね
、
命
を
拾
ひ
し
斗
に
て
、
漸
其
場
を
逃
去
り
、
右
の
段
御
奉
行
所
へ
欠
込
願
ひ
致
し
た
る
所
、
早
速
入
牢
被
仰
付
た
」
と
い
う
。
（
ヘ
）
常
陸
国
龍
ヶ
崎
は
「
仙
台
御
尊
君
の
御
馬
飼
料
場
迚
、
一
万
石
の
御
領
分
の
内
」
だ
が
、「
今
年
穀
高
ニ
付
、
小
前
必
死
と
困
り
」、
陣
屋
に
少
々
ず
つ
の
「
勘
定
御
免
」
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
陣
屋
か
ら
は
、「
此
方
 
左
様
の
義
ゆ
る
し
可
置
義
不
相
成
、
然
共
吟
味
の
義
大
ま
か
に
可
致
段
」
を
仰
マ
チ
せ
聞
か
さ
れ
、「
夫
 
銭
勘
定
頻
り
ニ
諸
方
ニ
初
り
、
薬
師
町
ニ
て
八
州
廻
り
の
御
役
人
、
其
場
所
ニ
至
り
、
無
宿
同
前
の
者
七
八
人
捕
取
」
っ
た
。
そ
ブ
レ
れ
か
ら
、
村
人
た
ち
は「
早
鐘
を
つ
き
立
、
火
事
触
を
な
し
て
大
勢
寄
集
り
、
八
州
廻
り
其
外
手
先
の
者
に
馳
向
ひ
打
て
か
ゝ
」
っ
た
。「
其
騒
動
大
か
た
ケ
ガ
な
ら
す
、
出
役
も
逃
散
し
、
手
下
の
中
ニ
ハ
怪
我
人
多
く
、
人
ン
が
ら
見
へ
ざ
る
者
も
あ
り
と
云
風
聞
」
で
あ
る
。
（
ト
）
同
国
牛
久
で
も
、「
百
姓
七
百
人
程
徒
黨
し
て
、
山
口
修
理
亮
殿
御
役
所
へ
御
門
訴
い
た
し
た
る
由
」
と
の
風
聞
で
あ
る
。「
是
ハ
前
々
取
箇
相
嵩
み
、
其
上
当
年
の
凶
作
に
か
ゝ
り
致
す
方
な
き
も
、
元
来
家
老
た
る
者
、
シ
ボ
ク
ワ
ン
ナ
ン
上
と
下
と
掠
め
絞
り
、
其
身
冨
楽
に
し
て
、
殿
様
と
百
姓
の
患
難
を
か
へ
り
見
ざ
る
よ
り
事
起
」
っ
た
と
の
こ
と
で
、
百
姓
た
ち
が
、「
只
家
老
の
御
首
の
ミ
貰
ひ
度
願
ニ
よ
り
」
門
か
ら
立
ち
去
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、「
殿
様
 
役
人
ニ
申
付
、
七
百
人
の
者
膳
部
を
し
つ
ら
へ
、
麁
末
な
く
御
扶
持
を
被
成
下
候
」
た
と
い
う
。
貞
俊
は
、「
殿
様
」
の
脇
に
「
水
戸
様
成
由
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
其
外
村
々
の
騒
き
算
る
に
い
と
ま
あ
ら
す
」
と
、
他
に
も
騒
動
の
情
報
を
得
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
記
述
が
実
態
を
反
映
し
て
い
る
か
は
、
別
な
史
料
と
突
き
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
長
谷
川
伸
三
氏
は
、
利
根
川
の
房
川
渡
中
田
関
所
番
を
務
め
た
武
蔵
国
葛
飾
郡
栗
橋
宿
の
足
立
十
右
衛
門
が
、
幸
手
宿
な
ど
武
蔵
の
在
郷
町
で
同
時
期
に
起
― １１４ ―
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こ
っ
た
「
乱
妨
」
と
と
も
に
、
小
見
川
の
打
ち
こ
わ
し
を
「
飢
饉
聞
書
全
」
と
い
う
史
料
に
書
き
留
め
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
（
１１
）
る
。
他
地
域
の
史
料
も
含
め
、
情
報
の
差
異
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
天
保
四
年
時
点
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
、
常
陸
国
か
ら
船
橋
ま
で
と
い
う
収
録
さ
れ
た
騒
動
の
範
囲
は
、
本
書
の
特
徴
と
い
え
る
。
万
力
村
周
辺
に
当
時
流
布
し
て
い
た
風
聞
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
貞
俊
は
、
こ
う
し
た
風
聞
を
受
け
て
、「
前
々
の
き
ゝ
ん
ハ
、
今
年
 
穀
ス
ク
ナ
サ
ハ
物
鮮
く
米
も
壱
両
ニ
弐
斗
五
升
迄
上
り
け
れ
ど
も
騒
ぐ
人
鮮
」
か
っ
た
の
に
対
し
、
今
年
の
相
場
は
「
壱
両
ニ
五
斗
位
」
で
、「
御
年
貢
御
用
捨
も
あ
」
る
た
め
年
貢
を
上
納
し
て
も
「
年
内
中
の
食
事
ハ
有
へ
き
程
」
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
か
く
騒
き
の
は
や
く
お
こ
る
ハ
い
か
な
ら
ん
」
と
感
想
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
を
百
姓
の
指
向
性
と
関
連
づ
け
る
。「
当
時
ハ
難
有
御
代
に
生
れ
、
大
平
続
く
に
随
ひ
、
在
中
に
も
い
や
し
き
百
姓
を
き
ら
ひ
て
商
ひ
等
に
姓
を
替
へ
、
少
し
の
店
物
を
守
り
て
骨
を
も
を
ら
ず
、
夏
ハ
扇
を
つ
か
ひ
」
…
と
、
衣
類
・
飲
食
が
奢
侈
に
な
っ
た
こ
と
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
贅
沢
に
よ
っ
て
借
財
が
で
き
て
も
、「
行
ひ
次
第
に
物
を
か
り
た
を
す
者
」
が
多
く
、「
物
持
て
か
す
人
も
油
断
が
な
ら
ず
、
跡
々
に
て
世
話
の
な
き
様
に
、
右
左
り
に
質
物
を
取
て
か
す
様
に
な
」
っ
た
こ
と
、
借
金
の
仕
方
も
変
わ
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
。
〔
史
料
七
〕
か
や
う
に
世
の
う
つ
り
か
わ
る
も
、
百
姓
が
小
商
を
好
ミ
て
、
寒
暑
に
苦
し
ま
ず
早
速
金
銭
の
手
に
入
事
を
思
ひ
、
先
祖
の
地
面
を
質
ニ
入
、
金
を
か
り
て
、
受
返
し
も
な
ら
ず
流
地
ニ
渡
し
、
或
ハ
小
作
ニ
預
る
ジ
ョ
サ
イ
者
、
今
ハ
他
人
の
地
と
思
ひ
て
如
在
に
作
れ
バ
、
作
物
も
不
熟
し
て
余
分
な
け
れ
バ
年
貢
に
滞
り
、
往
々
地
主
の
難
義
と
な
り
、
或
ハ
地
主
方
ニ
て
仮
銭
を
達
替
、
年
々
足
米
入
れ
バ
、
地
面
持
た
る
功
も
な
く
、
揚
地
に
も
な
れ
バ
、
元
 
有
来
り
の
地
面
ハ
家
内
収
納
の
分
に
し
て
、
余
分
揚
地
ノ
耕
作
に
日
雇
、
或
ハ
奉
公
人
を
頼
ミ
、
来
作
に
取
懸
る
と
い
オ
ロ
カ
へ
ど
も
、
此
奉
公
に
出
る
者
定
て
愚
也
貞
俊
は
、
天
保
四
年
に
騒
動
が
起
き
た
原
因
を
、
農
業
を
嫌
い
、
商
売
を
好
む
百
姓
の
指
向
性
と
関
連
づ
け
て
理
解
し
て
い
る
。「
世
の
う
つ
り
か
わ
り
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
、「
前
々
の
き
ゝ
ん
」
の
頃
と
の
時
代
性
の
違
い
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
貞
俊
は
過
去
の
飢
饉
や
時
代
の
推
移
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
（
２
）
過
去
の
飢
饉
の
捉
え
方
「
餓
饉
憂
之
事
」
に
列
挙
さ
れ
た
、
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
以
来
の
飢
饉
の
う
ち
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）・
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
か
ら
始
ま
る
飢
饉
は
、
一
つ
書
き
以
外
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
天
明
飢
饉
に
つ
い
て
は
、「
老
人
の
物
語
り
」
で
聞
い
た
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
抄
録
す
る
と
、
天
明
三
年
七
月
の
浅
間
山
噴
火
に
よ
っ
て
、「
高
山
さ
け
く
づ
れ
、
大
水
に
泥
土
を
お
し
流
し
、
其
辺
二
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十
里
に
こ
へ
て
な
が
れ
、
死
す
人
馬
数
し
れ
す
」
と
い
う
程
で
あ
っ
た
。
当
シ
ケ
地
は
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
「
長
湿
」
に
よ
っ
て
、
野
菜
や
稲
の
生
育
に
多
大
な
影
響
が
出
た
と
い
う
。
ま
た
、「
下
総
干
潟
辺
迄
砂
を
ふ
ら
し
、
七
ト
コ
ヤ
ミ
月
六
日
の
朝
 
九
日
迄
三
日
ノ
間
常
闇
」
と
な
っ
た
。
九
日
の
七
つ
時
に
、
よ
う
や
く
「
御
日
を
西
に
見
」
た
が
、
砂
は
「
四
五
寸
の
あ
つ
ミ
」
に
な
っ
て
お
り
、
草
も
七
・
八
年
出
ず
、「
大
豆
・
粟
の
類
砂
ニ
て
損
」
じ
た
。「
米
壱
両
ニ
付
七
斗
、
稲
穂
実
の
ら
す
」
と
い
う
状
況
で
、「
大
ゼ
イ
御
門
訴
ニ
出
」
た
と
い
う
。
そ
の
後
、「
卯
年
よ
り
辰
巳
午
と
四
ヶ
年
凶
作
続
」
い
た
。
天
明
六
年
は
丙
午
だ
っ
た
が
、
そ
の
正
月
元
日
も
丙
午
で
、「
日
蝕
ニ
て
九
分
九
リ
ン
」
ト
コ
ヤ
ミ
辰
の
刻
か
ら
午
の
刻
ま
で
「
常
闇
」
と
な
っ
た
。
同
年
は
、
七
月
の
大
水
に
よ
っ
て
「
稲
水
腐
し
て
、
十
月
米
五
斗
ニ
成
、
夫
 
段
々
米
高
直
ニ
成
、
未
春
迄
に
、
米
壱
両
ニ
付
玄
米
弐
斗
五
升
、
金
壱
歩
ニ
六
升
、
百
文
ニ
四
合
五
勺
、
白
米
百
文
ニ
三
合
五
勺
迄
高
直
ニ
成
」
っ
た
。
翌
七
年
の
六
月
に
至
っ
カ
テ
て
も
相
場
は
下
が
ら
ず
、「
村
々
雑
穀
ニ
粮
を
交
せ
て
食
と
」
し
た
。「
此
時
分
、
粟
の
か
こ
ひ
多
く
持
た
る
者
ハ
、
余
分
を
売
て
大
金
を
得
て
、
金
持
に
成
た
」
と
い
う
。
雑
穀
に
混
ぜ
る
「
粮
」
は
、「
菜
大
根
の
葉
・
い
も
の
干
葉
等
皆
尽
」
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
〔
史
料
八
〕
何
レ
野
山
に
出
て
青
葉
成
物
ハ
是
を
取
、
土
の
中
な
る
草
木
の
根
（
マ
マ
）
シ
ボ
を
堀
、
是
を
洗
ひ
き
ざ
む
音
夜
な
〳
〵
家
毎
な
り
、
是
を
う
て
絞
り
、
或
ハ
釜
ニ
て
む
し
さ
ら
し
、
是
を
し
ぼ
り
て
粟
に
ま
ぜ
て
食
と
し
、
老
人
幼
年
の
小
児
と
い
へ
と
も
米
斗
り
食
す
る
時
ハ
一
日
百
文
ニ
て
不
足
な
り
し
と
か
や
、
中
に
ハ
元
よ
り
用
意
な
く
粟
壱
取
の
貯
も
な
き
物
ヌ
カ
モ
チ
タ
ニ
シ
ハ
、
糠
餅
を
食
し
腫
病
と
な
り
、
或
ハ
田
螺
を
取
、
日
々
に
食
し
青
ブ
ツ
ソ
ウ
く
、
ふ
く
れ
て
死
す
程
に
な
れ
バ
、
世
の
物
騒
な
る
事
い
わ
ん
方
な
ム
カ
マ
タ
し
、
壱
駄
の
米
付
送
る
者
ま
ゝ
あ
れ
バ
、
二
人
馬
士
に
て
往
来
す
、
か
く
な
る
に
随
ひ
米
 
ふ
ゑ
る
粟
ハ
猶
高
直
ニ
て
、
八
斗
の
米
三
両
ト
二
十
匁
な
れ
バ
、
粟
ハ
夫
 
直
段
高
直
と
聞
及
ふ
こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、「
乞
食
・
非
人
の
や
か
ら
」
へ
の
施
し
も
行
わ
れ
ず
、「
只
水
を
の
ミ
、
山
き
ハ
の
日
あ
た
り
に
ふ
し
て
、
其
侭
死
す
者
数
多
」
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
悲
惨
な
状
況
が
綴
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
計
が
苦
し
く
な
っ
た
人
々
が
、「
日
々
野
草
を
取
事
を
家
業
と
」
す
る
よ
う
に
な
っ
ナ
ガ
タ
ナ
た
た
め
、「
此
時
菜
刀
と
云
物
初
て
出
来
、
在
々
百
姓
家
に
残
り
、
昔
き
ゝ
ナ
ゴ
ウ
ハ
ン
ん
の
時
遣
ひ
し
道
具
な
り
と
て
、
今
も
菜
強
飯
抔
す
る
時
ハ
、
是
を
以
て
菜
を
た
ゝ
く
」と
い
う
。
そ
し
て
貞
俊
は
、
先
祖
が
飢
饉
で
艱
難
し
な
が
ら
も
、
ウ
シ
「
子
孫
を
恵
み
、
地
面
も
失
な
ハ
ず
し
て
其
侭
ゆ
づ
り
て
、
今
安
楽
ニ
過
る
処
の
御
恩
を
忘
」
れ
な
い
よ
う
に
と
、
菜
刀
を
「
大
切
に
長
く
所
持
す
べ
」
き
と
説
く
。
天
明
七
年
は
豊
作
だ
っ
た
が
米
相
場
は
下
が
ら
ず
、「
新
米
出
来
て
漸
々
壱
両
ニ
五
斗
五
升
ニ
成
、
此
秋
米
ハ
多
分
に
取
て
、
米
相
場
未
タ
高
直
な
れ
バ
、
大
前
の
百
姓
米
を
売
出
し
て
、
此
時
も
金
持
ト
成
り
し
者
あ
」
っ
た
と
― １１６ ―
記録史料と日本近世社会
い
う
。
ま
た
、
天
明
九
年
（
寛
政
元
、
一
七
八
九
）
は
「
大
旱
魃
」
で
、「
下
総
国
干
潟
都
て
不
作
、
十
分
の
一
仕
付
た
る
者
少
し
」
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
は
、
飢
饉
が
列
挙
さ
れ
た
箇
所
の
記
述
と
対
応
し
て
い
る
。
次
に
、
明
和
飢
饉
を
取
り
上
げ
る
。
概
要
は
表
５
に
ま
と
め
た
通
り
で
あ
る
。
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
は
、
五
月
か
ら
八
月
ま
で
雨
が
「
百
日
余
り
」
降
ら
ず
、
稲
だ
け
で
な
く
粟
・
稗
・
黍
・
豆
な
ど
、
様
々
な
作
物
に「
良
穂
」
が
無
か
っ
た
。
ま
た
、「
前
々
 
困
窮
の
百
姓
」
が
「
年
貢
進
送
の
遅
故
」、
シ
バ
イ
マ
シ
メ
「
百
姓
五
人
を
一
連
、
或
ハ
十
人
手
に
手
を
縛
り
禁
」
ら
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
明
和
八
年
は
、
四
月
中
旬
か
ら
の
「
大
旱
」、
六
月
か
ら
の
「
大
暑
」
と
、
六
月
中
旬
か
ら
の
蝗
の
発
生
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
に
つ
い
て
は
、
祗
園
祭
礼
の
停
止
や
抜
参
り
の
流
行
、
将
軍
家
治
に
よ
る
雨
乞
祈
祷
な
ど
の
記
事
も
あ
る
。
な
お
、
明
和
七
・
八
年
の
飢
饉
の
記
事
の
頭
註
に
は
、「
明
和
七
年
ノ
秋
ホ
ウ
キ
星
出
、
辰
巳
ノ
方
ニ
出
、
申
酉
ニ
向
フ
 
、
其
カ
ヽ
ヤ
キ
十
間
ホ
ト
ト
云
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
（
１２
）
る
。
本
章
で
は
、
天
保
四
年
に
お
け
る
貞
俊
の
飢
饉
認
識
を
検
討
し
た
。
貞
俊
は
、
農
作
物
へ
の
影
響
や
、
大
風
に
よ
る
被
害
も
認
識
し
て
い
た
が
、
何
よ
り
も
常
総
地
域
に
お
け
る
騒
動
お
よ
び
そ
の
風
聞
に
衝
撃
を
受
け
た
。
し
か
し
、
過
去
の
飢
饉
と
比
較
し
て
、
天
保
四
年
の
飢
饉
を
重
く
受
け
と
め
ず
、
暴
力
性
の
高
い
運
動
様
式
を
選
ぶ
百
姓
の
指
向
性
を
問
題
視
し
た
。
貞
俊
は
、
廻
米
に
対
す
る
認
識
や
、
当
時
の
百
姓
の
風
俗
に
対
す
る
認
識
と
い
っ
た
、
天
保
四
年
以
前
か
ら
抱
い
て
い
た
観
念
に
基
づ
き
天
保
飢
饉
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
章
『
農
喩
』
と
貞
俊
第
二
章
で
は
、
貞
俊
の
天
保
飢
饉
認
識
に
、
過
去
の
飢
饉
に
関
す
る
口
承
や
騒
動
の
風
聞
、
自
身
の
見
聞
で
得
た
情
報
が
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、「
餓
饉
憂
之
事
」
に
は
、
書
物
を
通
じ
て
知
っ
た
と
思
わ
れ
る
近
世
以
前
の
飢
饉
や
、「
餓
饉
の
事
の
書
物
」
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
他
の
情
報
源
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
次
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。
〔
史
料
九
〕
予
、
或
老
人
の
物
語
り
に
聞
つ
る
が
、
下
野
国
那
須
郡
黒
羽
ノ
家
士
・
為
蝶
斬
鈴
木
武
助
正
長
と
い
へ
る
侍
の
著
し
た
る
農
喩
と
と
な
へ
る
書
を
覚
へ
て
語
る
を
聞
て
懐
紙
に
し
る
し
、
此
人
の
志
の
仁
な
る
ヲ
感
し
て
此
処
に
の
せ
た
り
、
然
ど
も
一
席
の
物
語
に
聞
つ
る
事
な
れ
バ
、
洩
た
る
事
ノ
ミ
多
し
、
四
方
の
民
子
追
々
此
書
を
一
冊
求
て
、
熟
読
し
て
ね
む
り
を
さ
ま
し
給
へ
、
其
人
の
仁
心
厚
く
後
代
の
者
を
憐
ミ
、
か
く
ア
ガ
志
を
の
こ
し
を
く
処
の
陰
徳
を
も
崇
め
、
後
世
の
心
得
と
も
な
す
へ
き
一
書
也
、
予
ハ
い
ま
た
其
書
を
得
す
、
あ
り
が
た
き
人
の
書
ハ
其
身
壱
人
に
し
て
大
勢
を
道
び
き
、
あ
ま
ね
く
世
の
た
す
け
と
な
る
こ
そ
、
実
に
た
ふ
と
け
る
、
恐
入
た
る
御
仁
恵
な
り
『
農
喩
』
と
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
四
）
に
黒
羽
藩
士
・
鈴
木
武
助
が
下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識（小田）
― １１７ ―
著
し
た
救
荒
書
で
あ
（
１３
）
る
。
山
本
英
二
氏
に
よ
る
と
、
同
書
は
文
化
九
年
（
一
八
一
一
）
か
ら
出
版
が
確
認
さ
れ
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
水
戸
藩
の
秋
山
盛
恭
が
出
版
し
た
も
の
が
最
も
多
く
流
通
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
後
年
ま
で
諸
藩
や
民
間
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
く
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。表
７
に
秋
山
版
を
参
照
し
、『
農
喩
』の
構
成
を
示
し
た
。「
餓
饉
憂
之
事
」
と
い
う
表
題
は
、『
農
喩
』「
第
一
饑
饉
憂
の
事
」
に
由
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
同
項
目
の
冒
頭
を
引
用
す
る
。
〔
史
料
一
〇
〕
夫
人
た
る
も
の
一
生
の
間
に
憂
と
す
べ
き
事
多
し
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
中
に
饑
饉
を
第
一
と
せ
り
、
こ
れ
に
越
し
大
難
は
な
し
、
む
か
し
よ
り
度
々
あ
り
し
事
た
れ
ば
、
書
物
に
か
き
も
つ
た
は
り
、
又
は
年
よ
り
の
物
語
に
も
す
る
事
な
れ
ば
、
此
用
心
を
し
て
き
ゝ
ん
に
備
べ
き
食
物
の
貯
を
、
か
ね
て
よ
り
設
置
べ
き
事
な
り
〔
史
料
三
〕
で
掲
げ
た
「
餓
饉
憂
之
事
」
の
文
章
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
書
に
お
け
る
飢
饉
を
第
一
の
憂
い
事
と
す
る
発
想
が
、『
農
喩
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、〔
史
料
三
〕
や
そ
の
後
の
説
明
で
横
に
破
線
を
付
し
た
部
分
は
『
農
喩
』
に
確
認
で
き
な
い
。
第
二
の
憂
い
事
と
し
て
病
を
あ
げ
た
点
も
、
貞
俊
が
自
身
の
体
験
に
基
づ
き
考
え
た
内
容
で
あ
る
。
『
農
喩
』
と
「
餓
饉
憂
之
事
」
の
関
連
は
、
こ
の
他
に
も
確
認
で
き
る
。
以
下
、
対
応
関
係
を
み
て
い
き
た
い
。『
農
喩
』「
第
二
き
ゝ
ん
度
々
の
年
数
の
事
」
に
は
、「
太
平
以
来
慥
に
書
き
も
つ
た
は
り
、
近
く
耳
に
も
と
ゞ
ま
り
し
」
飢
饉
と
し
て
、
寛
永
一
九
・
延
宝
三
・
享
保
一
七
・
天
明
三
年
の
飢
饉
を
あ
げ
、
天
明
三
年
に
つ
い
て
は
「
餓
饉
憂
之
事
」
と
同
様
に
「
こ
れ
に
あ
ひ
し
人
は
今
も
多
し
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、「
さ
て
三
十
三
年
を
経
て
」
な
ど
と
、
次
の
飢
饉
ま
で
の
年
数
を
記
す
点
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
第一 饑饉（きゝん）の憂の事
第二 きゝん度々の年数の事
第三 餓死人の事
第四 天災地変の事
第五 長湿（しけ）不作の事
第六 米穀（こく物）高直の事
第七 乞食に出し者倒（たふれ）死の事
第八 かてをたくはへし人の事
第九 金を持し者（人）うゑ（え）死せし事
第十 農業全書を読（よむ）べき事
（典拠）『日本経済大典』第２６巻（啓明社、１９２９年）。
（注）項目名は本文の表記を採用し、目録の表記を括弧内に補った。
表７ 『農喩』の構成
― １１８ ―
記録史料と日本近世社会
て
飢
饉
の
間
の
年
数
か
ら
、『
農
喩
』
で
は
次
の
よ
う
な
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
〔
史
料
一
一
〕
扨
そ
の
年
数
を
計
り
し
に
、
近
け
れ
ば
三
四
十
年
の
間
に
あ
り
、
遠
く
と
も
五
六
十
年
の
内
に
は
来
る
と
お
も
ふ
べ
し
、
然
れ
ば
其
間
は
百
年
と
も
な
き
事
と
心
得
、
今
に
も
来
ま
じ
き
事
に
あ
ら
ず
と
お
も
ひ
、
深
く
恐
れ
此
事
を
常
に
わ
す
れ
ず
、
農
業
を
一
途
に
励
み
、
勉
め
て
穀
物
を
余
し
貯
へ
る
様
に
心
が
け
、
少
し
も
怠
る
べ
か
ら
ず
こ
れ
も
、「
餓
饉
憂
之
事
」
に
お
け
る
飢
饉
の
列
挙
、
食
物
の
貯
え
を
求
め
る
主
張
と
酷
似
し
て
い
る
。
貞
俊
は
、「
老
人
の
物
語
り
」
だ
け
で
な
く
『
農
喩
』
の
内
容
か
ら
も
、
過
去
の
飢
饉
に
関
す
る
情
報
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
、「
餓
饉
憂
之
事
」
か
ら
『
農
喩
』
の
口
承
に
対
す
る
感
想
を
引
用
す
る
。
〔
史
料
一
二
〕
扨
卯
年
の
き
ゝ
ん
、
是
ハ
明
和
卯
年
の
事
な
る
や
、
天
明
ノ
卯
共
思
ハ
る
、
聢
と
聞
不
糺
、
奥
州
の
地
、
其
外
国
々
食
に
成
へ
き
物
食
尽
し
て
、
今
ハ
せ
ん
か
た
無
、
牛
・
午
・
犬
・
猫
迄
こ
ろ
し
て
皆
喰
尽
し
、
終
に
命
を
た
も
ち
へ
ず
、
家
数
二
三
十
軒
の
あ
り
し
村
、
或
ハ
竈
口
五
十
軒
位
の
村
々
里
郷
皆
死
し
て
、
一
人
と
し
て
命
あ
る
者
な
し
と
、
右
の
お
ハ
り
し
日
も
知
れ
ず
、
死
骸
は
う
つ
も
れ
鳥
獣
の
餌
食
と
な
り
、
庭
門
も
わ
か
ら
ず
草
村
と
あ
れ
は
て
、
一
村
す
べ
て
亡
所
と
な
り
し
と
、
か
ゝ
る
時
節
に
及
ん
て
乳
の
ミ
子
に
ち
ゝ
を
く
れ
る
と
も
、
其
母
絶
食
な
れ
バ
ち
ゝ
出
ず
こ
の
後
、『
農
喩
』「
第
三
餓
死
人
の
事
」
と
同
様
に
、
高
山
彦
九
郎
に
よ
る
「
奥
州
一
見
」
に
言
及
し
て
い
る
。
乳
飲
み
子
へ
の
言
及
は
、『
農
喩
』
「
第
七
乞
食
に
出
し
者
倒
死
の
事
」
と
対
応
す
る
。
そ
し
て
、「
此
卯
年
凶
年
き
ゝ
ん
た
り
し
事
ハ
、
天
よ
り
災
ひ
を
下
し
、
地
に
も
変
あ
り
し
よ
り
お
こ
り
た
る
と
也
」
と
い
う
記
述
も
、『
農
喩
』「
第
四
天
災
地
変
の
事
」
の
「
卯
年
凶
年
に
て
き
ゝ
ん
た
り
し
事
、
天
よ
り
は
災
を
降
し
、
地
に
も
変
あ
り
し
よ
り
お
こ
れ
り
」
以
下
と
対
応
す
る
。「
餓
饉
憂
之
事
」
で
は
「
た
る
と
也
」
と
伝
聞
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
貞
俊
が
こ
の
天
譴
と
い
う
理
解
を
受
け
入
れ
た
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
と
想
定
さ
れ
る
。「
第
六
米
穀
高
直
の
事
」で
あ
が
っ
て
い
る
諸
国
の
穀
物
値
段
も
、
「
其
頃
外
の
国
々
の
五
穀
を
初
め
、
食
に
成
べ
き
品
、
凡
直
段
を
聞
に
左
の
通
り
」
と
し
て
、
表
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
貞
俊
は
、『
農
喩
』
か
ら
天
明
飢
饉
時
の
奥
州
の
様
子
に
つ
い
て
、
詳
し
い
情
報
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、「
餓
饉
憂
之
事
」
は
『
農
喩
』
と
異
な
り
、
飢
饉
の
列
挙
で
近
世
以
前
や
明
和
飢
饉
に
も
触
れ
て
お
り
、
明
和
飢
饉
は
天
明
飢
饉
と
同
様
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
貞
俊
は
、『
農
喩
』の
内
容
を
ど
う
受
け
と
め
た
の
だ
ろ
う
か
。〔
史
料
九
〕
下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識（小田）
― １１９ ―
に
続
く
、
次
の
記
述
は
興
味
深
い
。
〔
史
料
一
三
〕
扨
奥
州
の
地
ハ
田
地
も
ひ
ろ
く
し
て
米
穀
も
出
産
す
る
と
い
へ
と
も
、
寒
気
強
き
故
か
、
農
喩
の
は
な
し
を
聞
て
ハ
、
外
の
国
 
き
ゝ
ん
と
な
り
て
ハ
き
び
し
き
物
語
な
り
、
先
国
々
を
度
数
を
以
て
く
ら
べ
見
る
時
、
南
北
の
真
中
通
り
、
御
日
様
の
真
下
に
当
る
通
り
の
国
々
を
北
極
一
度
と
定
め
在
て
、
夫
 
北
の
国
々
へ
二
度
三
度
と
か
そ
へ
く
る
と
、
大
隅
・
薩
摩
の
国
が
三
十
一
二
度
位
に
あ
た
り
、
四
国
が
卅
三
四
度
…
奥
州
の
被
害
が
他
国
よ
り
酷
い
と
い
う
理
解
は
、『
農
喩
』「
第
三
餓
死
人
の
事
」
に
お
け
る
「
此
近
国
関
東
の
う
ち
」
と
の
比
較
や
、「
第
七
乞
食
に
出
し
者
倒
死
の
事
」に
お
け
る「
奥
州
の
中
に
て
も
き
ゝ
ん
の
甚
き
村
々
の
者
ど
も
」
が
、
食
物
を
求
め
乞
食
に
出
て
、
倒
れ
死
ぬ
場
合
が
多
か
っ
た
と
い
う
記
述
を
踏
ま
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
俊
は
、
こ
う
し
た
「
農
喩
の
は
な
し
」
を
聞
き
、
緯
度
に
よ
る
気
候
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
る
。
〔
史
料
一
四
〕
此
度
数
の
ま
す
ほ
ど
御
日
様
が
遠
く
な
る
故
、
寒
気
も
次
第
に
つ
よ
く
成
筈
也
、
又
其
中
に
山
の
高
低
ト
、
御
日
様
の
か
ゝ
や
き
を
よ
く
う
け
る
と
そ
む
く
の
次
第
有
て
、
あ
つ
ひ
さ
む
ひ
の
土
地
も
在
へ
き
筈
の
事
也
、
先
此
下
総
の
内
に
て
も
、
干
潟
に
雪
の
一
二
寸
降
り
た
る
時
、
七
里
東
の
銚
子
辺
ハ
雪
の
ふ
ら
ざ
る
ハ
、
高
山
に
も
遠
ク
、
又
御
日
様
ニ
向
ふ
土
地
な
る
が
故
か
、
又
下
サ
ト
同
し
度
数
ニ
て
も
信
州
抔
ハ
取
分
寒
気
ノ
強
き
ハ
、
国
々
ニ
ス
ク
レ
テ
地
形
高
キ
国
故
か
、
又
陸
奥
の
国
ハ
下
総
 
北
に
当
て
、
道
法
も
や
が
て
百
里
の
処
も
あ
れ
ハ
、
雪
の
つ
も
る
高
山
も
あ
る
べ
し
、
下
総
に
て
夏
の
土
用
に
綿
入
を
着
る
ほ
と
な
ら
ば
、
必
定
度
数
の
重
な
る
国
々
、
高
山
の
有
国
々
ハ
雪
ハ
ふ
る
へ
し
と
思
ふ
、
然
る
に
稲
ハ
暖
地
の
産
物
な
れ
ハ
、
土
用
に
大
寒
し
て
ハ
何
程
の
大
場
も
助
る
ま
じ
、
き
ゝ
ん
ハ
俄
に
来
る
物
に
ハ
あ
ら
ず
、
そ
ろ
〳
〵
前
々
 
凶
年
の
続
て
其
上
一
粒
も
と
れ
ざ
る
年
が
来
て
、
そ
こ
て
う
へ
死
に
、
が
し
が
出
来
る
、
又
き
ゝ
ん
の
患
ハ
雪
の
ミ
に
あ
ら
ず
、
長
し
け
、
或
ハ
大
風
、
或
ハ
日
て
り
、
或
ハ
虫
の
う
れ
い
、
何
事
の
天
災
を
受
る
か
も
知
れ
ず
、
爰
を
よ
く
考
へ
て
恐
れ
慎
む
事
第
一
也
飢
饉
の
被
害
に
関
す
る
話
題
か
ら
、
緯
度
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
独
特
だ
が
、
そ
の
際
に
自
身
が
生
活
す
る
地
域
と
比
較
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
特
に
、
緯
度
が
ほ
ぼ
等
し
い
「
干
潟
」
と
「
銚
子
辺
」
の
気
候
の
違
い
へ
の
言
及
は
、
貞
俊
の
地
域
認
識
が
窺
え
て
興
味
深
い
。
ま
た
、〔
史
料
一
四
〕
の
行
間
に
は
、「
愚
夫
が
思
案
あ
た
ら
す
と
い
へ
と
も
、
子
孫
道
引
の
為
を
慮
て
か
く
云
処
」
で
あ
る
と
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
本
書
が
主
た
る
読
者
と
し
て
子
孫
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
本
章
で
は
、「
餓
饉
憂
之
事
」
が
『
農
喩
』
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
貞
俊
は
『
農
喩
』
を
祖
述
し
た
の
― １２０ ―
記録史料と日本近世社会
で
は
な
く
、
経
験
や
見
聞
に
基
づ
く
記
述
を
加
え
て
い
る
。
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
貞
俊
が
未
だ
『
農
喩
』
を
得
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
農
喩
』
と
文
章
表
現
が
酷
似
し
て
い
る
箇
所
も
多
く
、
諸
国
の
穀
物
相
場
一
覧
な
ど
も
あ
り
、『
農
喩
』を
書
写
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
『
農
喩
』
を
確
認
す
れ
ば
比
定
で
き
る
は
ず
の
「
卯
年
の
き
ゝ
ん
」
を
、
天
明
三
年
と
比
定
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
二
四
丁
目
ウ
ラ
か
ら
の
「
金
を
持
し
人
」
が
道
端
で
飢
え
死
に
し
た
記
事
で
も
、「
国
所
失
念
」
と
記
し
て
い
る
。
貞
俊
の
言
は
事
実
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
貞
俊
は
、
老
人
か
ら『
農
喩
』
に
関
す
る
口
承
を
受
け
、
そ
の
内
容
を
懐
紙
に
記
し
、
そ
の
懐
紙
を
参
照
し
て
「
餓
饉
憂
之
事
」
を
著
し
た
。「
後
世
の
心
得
と
も
な
す
へ
き
一
書
」
と
い
う
評
価
も
、
そ
の
口
承
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
貞
俊
と
『
農
喩
』
の
関
係
は
、
口
承
に
よ
る
書
物
知
の
受
容
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
書
物
の
希
求
と
い
う
興
味
深
い
回
路
を
示
し
て
い
る
。
第
四
章
飢
饉
へ
の
心
得
こ
れ
ま
で
、
貞
俊
の
天
保
飢
饉
認
識
の
形
成
過
程
を
検
討
し
て
き
た
。
本
章
で
は
、
天
保
飢
饉
認
識
に
基
づ
く
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
お
け
る
貞
俊
の
結
論
を
検
討
す
る
。
「
餓
饉
憂
之
事
」
で
は
、
天
保
飢
饉
と
天
明
飢
饉
・
明
和
飢
饉
を
比
較
し
た
後
に
、
読
者
へ
の
要
求
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
点
は
、「
か
ゝ
る
大
難
ハ
六
十
年
不
過
う
ち
に
来
る
物
と
兼
て
心
得
」
て
、「
豊
凶
に
依
て
増
減
し
ハ
有
る
と
も
、
大
平
の
時
食
物
を
貯
へ
置
へ
き
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
〔
史
料
一
一
〕
で
み
た
よ
う
に
、『
農
喩
』
の
主
張
と
合
致
す
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
食
物
の
貯
え
を
要
求
す
る
主
張
に
は
、
差
異
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
貯
え
る
食
物
の
具
体
性
で
あ
る
。
次
に
、「
餓
饉
憂
之
事
」
を
引
用
す
る
。
〔
史
料
一
五
〕
年
寄
わ
れ
ら
に
お
し
へ
て
云
、
粟
・
稗
ハ
百
年
を
歴
て
も
損
せ
ず
、
麦
・
豆
ハ
長
く
不
持
物
な
れ
バ
、
麦
に
て
其
年
を
し
の
き
、
可
成
た
け
ハ
粟
の
弐
斗
三
斗
、
或
ハ
四
斗
五
斗
宛
も
貯
置
ハ
、
三
十
年
ニ
し
て
三
拾
表
な
り
、
是
を
半
摺
に
し
て
十
五
俵
と
な
る
、
壱
年
の
飢
ハ
し
の
ぐ
べ
し
、
是
に
て
不
足
と
思
わ
ゞ
、
菜
蕪
其
外
粮
に
成
物
を
交
て
遣
時
カ
マ
ト
ハ
、
親
妻
子
其
身
の
壱
ト
竈
の
患
ハ
ま
ぬ
か
る
べ
し
、
是
其
家
主
た
る
者
の
大
事
の
心
が
け
也
、
是
を
守
る
事
、
君
親
へ
の
大
忠
孝
な
り
同
書
で
は
、『
農
喩
』
の
内
容
を
紹
介
し
た
後
に
も
、
貯
え
る
べ
き
食
物
と
し
て
、「
此
下
総
辺
ハ
粟
を
作
る
処
な
れ
バ
、
是
を
貯
べ
し
」
と
、
稗
・
た
に
し
も
ろ
こ
し
黍
・
田
螺
・
蜀
黍
・
菜
種
を
あ
げ
、
貯
え
る
た
め
の
物
置
の
拵
え
方
を
説
明
し
て
い
る
。『
農
喩
』
で
は
、「
米
穀
の
類
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
其
外
食
物
に
成
べ
き
も
の
は
何
に
よ
ら
ず
」
貯
え
る
べ
き
と
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
食
物
を
具
体
的
に
提
示
し
て
は
い
な
い
。「
第
五
長
湿
不
作
の
事
」
で
扶
下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識（小田）
― １２１ ―
食
と
な
る
作
物
に
言
及
し
て
は
い
る
が
、
貞
俊
の
具
体
例
が
「
此
下
総
辺
」
の
地
域
性
を
踏
ま
え
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
貞
俊
が
あ
げ
た
食
物
は
、
「
餓
饉
憂
之
事
」
の
な
か
の
天
明
飢
饉
に
関
す
る
記
事
で
も
登
場
す
る
。
粟
は
、
値
段
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
多
く
貯
え
て
い
た
者
が
大
金
を
得
た
こ
と
、
「
菜
大
根
の
葉
・
い
も
の
干
葉
等
」
は
、
雑
穀
に
混
ぜ
て
「
粮
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
田
螺
は
、
飢
饉
時
に
食
し
て
「
青
く
ふ
く
れ
て
死
す
」
者
が
出
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
田
螺
を
貯
え
る
べ
き
と
論
じ
た
箇
所
に
、「
田
に
し
も
湯
に
て
煮
揚
、
よ
く
干
て
を
け
ハ
百
年
を
た
も
ち
、
虫
つ
か
ず
し
て
水
毒
を
け
す
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
の
は
、
天
明
飢
饉
時
に
死
者
が
出
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
と
理
解
で
き
る
。
二
点
目
の
違
い
は
、
理
由
付
け
で
あ
る
。「
餓
饉
憂
之
事
」
で
は
〔
史
料
一
五
〕
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
領
主
・
先
祖
へ
の
「
忠
孝
」
と
い
う
概
念
が
持
ち
出
さ
れ
る
。
貞
俊
が
聞
い
た
と
い
う
、「
前
々
の
き
ゝ
ん
」の
際
に
、
百
姓
か
ら
餓
死
の
状
況
を
訴
え
出
さ
れ
た
領
主
が
、「
救
ひ
方
な
く
て
」
切
腹
し
た
と
い
う
話
を
取
り
上
げ
、「
然
れ
バ
下
の
患
難
ハ
殿
様
も
同
前
」で
、
「
今
日
百
姓
の
か
な
ハ
ざ
る
時
ハ
殿
様
の
恥
辱
な
れ
ハ
こ
そ
、
左
様
の
事
も
有
と
聞
く
」
と
理
解
し
、「
百
姓
の
心
が
け
よ
け
れ
バ
、
御
上
に
御
救
ひ
の
御
苦
難
も
か
け
す
、
親
妻
子
に
至
迄
食
に
う
へ
ざ
る
程
に
心
か
け
る
ハ
、
大
忠
孝
な
る
べ
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
貞
俊
の
「
孝
」
理
解
は
、
次
の
記
述
に
顕
著
で
あ
る
。
〔
史
料
一
六
〕
わ
れ
ら
ハ
農
夫
に
生
れ
付
、
先
祖
よ
り
譲
り
下
さ
る
少
々
の
麁
田
を
作
り
、
日
夜
耕
作
に
苦
し
め
と
も
、
去
年
も
今
年
も
う
へ
こ
ゝ
ゑ
を
ま
ぬ
か
れ
ず
、
我
が
身
ま
ど
し
く
、
し
つ
け
き
小
屋
に
つ
ゝ
れ
を
ま
ど
ひ
て
書
物
見
る
暇
も
鮮
け
れ
ハ
、
人
た
る
道
も
し
ら
ず
、
才
も
徳
も
な
く
、
生
れ
た
侭
の
野
夫
な
れ
ど
も
、
今
日
御
慈
恵
に
預
る
処
の
、
天
地
神
明
国
恩
御
上
の
あ
り
が
た
き
事
ハ
忘
れ
ず
こ
れ
に
対
し
『
農
喩
』「
第
一
饑
饉
の
憂
の
事
」
を
参
照
す
る
と
、
黒
羽
藩
士
で
あ
る
鈴
木
武
助
は
、「
世
に
伝
へ
農
民
を
諭
さ
ん
事
を
旨
と
し
」
た
と
い
う
。
そ
し
て
、「
心
あ
ら
ん
人
々
は
、
我
志
を
わ
き
ま
へ
し
り
て
、
食
物
を
貯
へ
る
事
を
随
分
と
心
が
け
、
さ
て
其
意
を
妻
子
を
始
家
頼
迄
へ
も
さ
と
し
聞
か
せ
、
猶
又
他
の
人
ま
で
を
喩
し
な
ば
、
其
人
は
乃
ち
大
善
事
を
行
に
て
、
わ
れ
に
お
き
て
は
よ
ろ
こ
び
の
い
た
り
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
農
民
に
対
し
、「
農
業
を
専
と
」
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
武
助
と
貞
俊
で
は
、
自
身
の
立
場
や
対
象
と
す
る
読
者
層
が
異
な
る
。
貞
俊
が
、
「
餓
饉
憂
之
事
」
を
踏
ま
え
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
八
一
歳
で
著
し
た
「
餓
饉
ば
な
し
追
加
」
で
は
、
飢
饉
へ
の
心
得
と
と
も
に
子
孫
へ
の
教
誡
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
で
「
餓
饉
憂
之
事
」
と
同
様
の
論
理
に
基
づ
き
、
食
物
の
貯
え
を
「
忠
孝
」
と
価
値
づ
け
て
い
る
点
や
、〔
史
料
一
四
〕
の
行
間
へ
の
書
き
込
み
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
餓
饉
憂
之
事
」
も
子
孫
を
主
た
る
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
た
。
貞
俊
は
、
武
助
が
望
ん
で
い
た
よ
う
に
、
― １２２ ―
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『
農
喩
』
の
内
容
を
取
捨
選
択
し
、
さ
ら
に
独
自
に
得
た
知
識
や
情
報
を
加
え
、
子
孫
（
妻
は
死
去
し
て
い
た
た
め
）
に
「
さ
と
し
聞
か
せ
」
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
三
点
目
の
違
い
は
、
時
代
認
識
で
あ
る
。〔
史
料
三
〕
は
、『
農
喩
』「
第
一
饑
饉
の
憂
の
事
」
と
同
じ
く
食
物
の
貯
え
を
要
求
す
る
内
容
だ
が
、
破
線
を
付
し
た
記
述
は
『
農
喩
』
に
見
ら
れ
な
い
。
貞
俊
は
後
年
、
宮
負
定
雄
や
ぼ
し
ゅ
う
い
の
著
述
「
野
夫
拾
彙
物
語
」
を
読
み
、
そ
の
体
裁
を
模
し
て
独
自
の
「
野
夫
拾
彙
物
語
」
を
執
筆
す
る
が
、
そ
の
な
か
の
嘉
永
七
年
（
安
政
元
、
一
八
五
四
）
に
記
し
た
部
分
で
、
清
水
領
時
代
の
郡
奉
行
・
泉
本
正
助
と
代
官
・
木
下
直
蔵
の
も
と
で
の
「
寛
政
度
」
の
村
落
秩
序
を
、「
村
中
に
無
益
の
遊
人
も
な
く
、
次
第
〳
〵
に
村
風
俗
お
だ
や
か
に
、
公
事
口
論
も
な
く
、
実
に
難
有
目
出
度
村
々
の
治
り
」
で
あ
っ
た
と
賞
美
し
て
い
（
１４
）
る
。
ま
た
、
先
に
取
り
上
げ
た
「
餓
饉
ば
な
し
追
加
」
で
は
、「
文
政
十
一
年
 
し
て
、
忝
な
く
も
御
改
革
の
趣
仰
せ
聞
ら
れ
」
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
分
外
」
の
衣
類
を
好
む
「
百
姓
」「
小
前
」「
女
子
」
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
貞
俊
が
、〔
史
料
七
〕
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
世
の
う
つ
り
か
わ
」
り
の
画
期
を
、
寛
政
年
間
か
ら
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
頃
の
間
に
置
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
お
け
る
金
杉
貞
俊
の
飢
饉
認
識
を
検
討
し
た
。
東
総
の
地
域
社
会
は
、
天
保
四
年
の
冷
夏
・
大
風
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
と
相
場
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
多
大
な
影
響
を
受
け
た
。
そ
の
中
で
、
小
見
川
の
打
ち
こ
わ
し
な
ど
騒
動
の
気
運
が
高
ま
り
、
常
陸
や
船
橋
な
ど
少
し
離
れ
た
地
域
に
お
け
る
騒
動
の
風
聞
も
伝
わ
っ
た
。
貞
俊
は
、
そ
う
し
た
人
々
の
動
向
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
貞
俊
は
飢
饉
の
下
で
騒
動
に
加
わ
る
人
々
の
行
動
を
必
ず
し
も
良
し
と
し
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
特
徴
的
な
理
解
は
、
過
去
の
飢
饉
と
天
保
飢
饉
に
関
す
る
情
報
を
、
①
相
場
へ
の
関
心
と
廻
米
に
対
す
る
認
識
、
②
当
時
の
百
姓
の
指
向
性
に
対
す
る
批
判
的
意
識
、
と
い
っ
た
飢
饉
発
生
以
前
か
ら
の
思
想
に
基
づ
き
解
釈
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
貞
俊
の
天
保
飢
饉
認
識
の
形
成
過
程
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、
飢
饉
情
報
の
入
手
経
路
と
し
て
、
口
承
や
風
聞
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
情
報
源
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
農
喩
』
受
容
の
あ
り
方
で
あ
る
。
本
稿
で
示
し
た
貞
俊
の
事
例
か
ら
は
、
口
承
に
よ
る
書
物
知
の
受
容
と
い
う
論
点
、
書
物
（
書
物
知
）
の
読
み
替
え
と
い
う
論
点
が
導
き
出
さ
れ
る
。
前
者
は
、
書
物
と
の
接
点
が
拡
大
し
て
い
く
近
世
後
期
の
東
総
地
域
に
お
い
て
、
書
物
知
を
身
に
付
け
た
人
々
が
増
加
し
、
実
際
の
書
物
を
介
さ
ず
に
書
物
知
と
接
す
る
回
路
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
近
年
進
展
を
見
せ
て
い
る
書
物
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
情
報
入
手
経
路
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
二
つ
目
の
、
書
物
の
読
み
替
え
と
い
う
論
点
に
関
し
て
は
、
金
杉
貞
俊
が
下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識（小田）
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農
喩
』
の
内
容
を
、
自
身
の
生
き
る
地
域
に
即
し
て
受
容
し
て
い
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
「
餓
饉
憂
之
事
」
に
は
、「
下
総
」
や
「
干
潟
」
と
い
う
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、〔
史
料
一
四
〕
で
は
「
干
潟
」
と
「
銚
子
辺
」
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
従
来
の
、
東
総
地
域
に
お
け
る
学
問
・
思
想
を
取
り
上
げ
た
研
究
で
も
、
学
問
・
思
想
内
容
に
み
ら
れ
る
地
域
性
の
反
映
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
東
総
地
域
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
地
域
設
定
を
自
明
の
も
の
と
捉
え
、
均
質
的
な
東
総
の
地
域
像
を
描
い
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
分
析
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
今
後
は
当
時
の
人
々
の
地
域
認
識
を
追
究
し
、
よ
り
細
部
に
分
け
入
っ
て
地
域
像
を
描
き
、
そ
の
上
で
東
総
地
域
の
総
体
的
把
握
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿
で
は
、
貞
俊
の
意
識
の
形
成
過
程
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
意
識
が
如
何
に
変
容
す
る
か
と
い
う
点
に
は
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
書
物
目
録
の
「
餓
饉
書
」
で
あ
が
っ
て
い
る
書
物
や
、
そ
れ
ら
と
同
時
期
の
著
述
や
行
動
を
踏
ま
え
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
貞
俊
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
著
「
餓
饉
ば
な
し
追
加
」
で
も
、「
餓
饉
憂
之
事
」
と
同
じ
く
食
物
の
貯
え
に
つ
い
て
論
じ
、「
三
四
ヶ
国
の
き
ゞ
ん
な
ら
バ
穀
有
国
よ
り
き
ゝ
ん
の
国
へ
穀
を
廻
し
つ
か
わ
す
事
も
成
べ
し
、
若
シ
二
十
ヶ
国
も
三
十
ヶ
国
も
き
ゞ
ん
す
る
時
は
廻
し
遣
す
雑
穀
も
有
ま
じ
」
と
い
う
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
雑
人
む
か
し
」
に
お
け
る
、
廻
米
と
の
関
係
で
、
限
定
的
な
地
域
だ
け
の
凶
作
を
軽
視
す
る
理
解
と
、
多
少
力
点
の
置
き
方
が
異
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
文
久
元
年
に
お
け
る
「
餓
饉
ば
な
し
追
加
」
の
執
筆
は
、
大
規
模
な
飢
饉
に
対
す
る
危
機
意
識
が
、
天
保
飢
饉
か
ら
二
〇
年
以
上
過
ぎ
た
時
点
で
も
保
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
同
書
で
は
、「
餓
饉
の
来
る
前
評
あ
ら
ま
し
」
と
し
て
、
飢
饉
の
予
兆
と
な
る
自
然
現
象
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
雑
人
む
か
し
」
で
も
確
認
し
た
自
然
現
象
へ
の
関
心
と
通
底
す
る
も
の
だ
が
、「
前
評
」
の
具
体
的
内
容
は
「
餓
饉
憂
之
事
」
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
東
総
地
域
に
お
け
る
天
保
飢
饉
は
、「
餓
饉
憂
之
事
」
が
成
立
し
た
天
保
四
年
か
ら
始
ま
る
。
貞
俊
の
天
保
飢
饉
体
験
を
総
体
的
に
把
握
し
、
飢
饉
に
対
す
る
意
識
の
変
容
過
程
を
追
究
す
る
こ
と
が
、
筆
者
の
次
な
る
課
題
で
あ
る
。
注（
１
）「
東
総
地
域
」の
範
囲
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
下
総
国
の
う
ち
海
上
・
香
取
・
匝
瑳
の
三
郡
に
属
す
る
地
域
と
定
義
し
た
上
で
、
当
時
の
人
々
の
地
域
認
識
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。
（
２
）
遠
藤
潤
「
平
田
篤
胤
と
吉
田
家
」（
同
『
平
田
国
学
と
近
世
社
会
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）、
小
野
将
「
草
莽
の
国
学
」（『
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
近
世
２
』
千
葉
県
、
二
〇
〇
九
年
）、
拙
稿
「
東
総
地
域
に
お
け
る
神
職
の
学
問
受
容
」（『
千
葉
史
学
』
五
三
、
二
〇
〇
八
年
）。
（
３
）『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
一
五
（
二
〇
〇
四
年
）、
高
― １２４ ―
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橋
敏
『
大
原
幽
学
と
幕
末
村
落
社
会
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
４
）
前
掲
註
（
２
）
小
野
論
文
。
な
お
、
小
野
氏
は
③
を
最
も
決
定
的
な
要
因
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
（
５
）
前
掲
註
（
２
）
拙
稿
、
拙
稿
「
平
田
篤
胤
門
人
宮
負
定
雄
の
教
諭
論
」
（『
関
東
近
世
史
研
究
』
六
一
、
二
〇
〇
七
年
）。
（
６
）
千
葉
県
旭
市
金
杉
佐
久
治
家
文
書
。
以
下
、
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
は
、
註
記
し
な
い
限
り
全
て
同
文
書
で
あ
る
。
（
７
）『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
近
世
１
（
房
総
全
域
）』（
千
葉
県
、
二
〇
〇
六
年
）
に
は
、
梅
毒
治
療
薬
「
カ
ロ
ウ
メ
ル
」
の
伝
来
書
が
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
（
８
）
貞
俊
は
著
述
に
お
い
て
、「
飢
饉
」
と
い
う
表
記
を
用
い
な
い
。
一
方
、「
餓
饉
」
に
は
「
き
ゝ
ん
」
と
い
う
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
史
料
文
言
と
し
て
の
「
餓
饉
」
を
「
き
き
ん
」
と
読
む
も
の
と
し
て
論
を
進
め
る
。
（
９
）
金
杉
佐
久
治
家
文
書
「
御
年
貢
村
名
寄
本
石
帳
」。
（
１０
）
若
尾
政
希
「
年
表
」（『
歴
史
を
よ
む
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。
（
１１
）
長
谷
川
伸
三
『
近
世
後
期
の
社
会
と
民
衆
』
序
章
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）。
（
１２
）
近
世
に
生
き
た
人
々
の
彗
星
観
に
つ
い
て
は
、
杉
岳
志
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
（
１３
）『
農
喩
』
に
つ
い
て
は
、
山
本
英
二
「『
農
喩
』
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
六
、
二
〇
〇
九
年
）
に
詳
し
い
。
氏
は
、
同
書
を
「
飢
饉
ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
以
下
、
本
書
に
お
け
る
『
農
喩
』
か
ら
の
引
用
は
、『
日
本
経
済
大
典
』
第
二
六
巻
（
啓
明
社
、
一
九
二
九
年
）
に
よ
る
。
（
１４
）「
御
爵
清
水
様
御
代
物
語
の
事
」（
金
杉
佐
久
治
家
文
書
「
野
夫
拾
彙
物
語
六
」
嘉
永
七
年
一
〇
月
〜
）。
〔
付
記
〕
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
金
杉
佐
久
治
氏
、
宮
負
克
己
氏
、
お
よ
び
猪
野
映
里
子
氏
を
始
め
と
す
る
大
原
幽
学
記
念
館
の
皆
様
に
は
大
変
御
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
に
よ
る
史
料
調
査
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。
下総万力村金杉貞俊の天保飢饉認識（小田）
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